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第
一
節
　
キ
ャ
ン
ベ
ル
「
大
遷
移
」
と
「
一
四
世
紀
の
危
機
」

　
こ
こ
で
は
書
評
特
集
「
一
四
世
紀
の
危
機
―
―
研
究
の
現
在
」

の
総
括
と
し
て
、〈
一
四
世
紀
の
危
機
〉
そ
の
も
の
に
つ
い
て
論

じ
て
い
き
た
い
。
一
四
世
紀
の
危
機
と
は
、「
中
世
気
候
異
常
期
」

（M
edieval Clim

ate Anom
aly

）
（
１
）

か
ら
「
小
氷
期
」（Little Ice 

Age

）
へ
の
移
行
期
に
あ
た
る
一
四
世
紀
に
起
き
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
規

模
で
の
、
一
．
気
候
変
動
、
二
．
社
会
動
乱
、
三
．
疫
病
流
行
、
こ

れ
ら
三
つ
の
複
合
要
素
か
ら
成
り
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
を
不
可
逆
的
に

転
換
さ
せ
た
「
危
機
」
を
意
味
す
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
「
一
四
世
紀
の
危
機
」
と
は
元
来
は
西
洋
史
の
文

脈
で
議
論
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。そ
の
文
脈
に
お
け
る「
一
四

世
紀
の
危
機
」
と
は
、
ま
ず
は
一
三
一
五
―
二
二
年
に
北
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
大
部
分
を
襲
っ
た
飢
饉
に
よ
る
経
済
の
後
退
・
停
滞
で
あ

り
（
２
）

、こ
の
危
機
を
決
定
付
け
た
の
は
一
三
四
八
年
か
ら
の
「
黒
死
病
」

の
流
行
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
危
機
に
よ
る
人
口
減
は
、

そ
れ
以
前
に
飽
和
状
態
に
あ
っ
た
ラ
テ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
口
増

を
止
め
、
人
口
と
資
源
と
の
間
の
均
衡
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
で
、
こ

の
世
界
の
跳
躍
を
準
備
し
た
と
も
い
わ
れ
る
（
３
）

。
し
か
し
、
こ
の
危
機

を
長
期
の
停
滞
と
捉
え
る
に
せ
よ
跳
躍
へ
の
準
備
期
間
と
捉
え
る
に

せ
よ
、
こ
の
時
代
の
直
前
に
は
例
え
ば
都
市
社
会
学
者
の
ジ
ャ
ネ
ッ

ト
・
ア
ブ
ー
・
ル
ゴ
ド
が
「
一
三
世
紀
世
界
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ん
だ

ユ
ー
ラ
シ
ア
規
模
で
の
経
済
・
交
易
の
連
環
が
実
現
し
て
い
た
（
４
）
。
し

た
が
っ
て
、
西
洋
史
の
枠
組
み
を
超
え
、
広
く
ユ
ー
ラ
シ
ア
全
体
の

　
総
括

　
ユ
ー
ラ
シ
ア
か
ら
考
え
る
〈
一
四
世
紀
の
危
機
〉

　
　
諫
　
早
　 

庸
　
一
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ユ
ー
ラ
シ
ア
か
ら
考
え
る
〈
一
四
世
紀
の
危
機
〉（
諫
早
）

文
脈
で
考
え
な
け
れ
ば
ア
フ
ロ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
規
模
で
の
経
済
連
環

の
後
に
く
る
〈
一
四
世
紀
の
危
機
〉
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
本
稿

が
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
か
ら
考
え
る
」
と
銘
打
つ
の
は
そ
の
意
味
に
お
い

て
な
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
か
ら
〈
一
四
世
紀
の
危

機
〉
を
思
考
し
よ
う
と
す
る
作
品
が
現
れ
た
。
ブ
ル
ー
ス
・
キ
ャ

ン
ベ
ル
の
『
大
遷
移
』
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
の
経
済
史

を
専
門
と
す
る
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
「
大
遷
移
」（G

reat Transition

）

を
端
的
に
表
現
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
一
二
七
〇
年
代
か
ら

一
四
七
〇
年
代
の
二
〇
〇
年
あ
ま
り
を
か
け
て
推
移
し
た
旧
世
界
の

大
規
模
変
動
の
総
称
で
あ
り
、
そ
の
展
開
は
「
中
世
気
候
異
常
期
」

か
ら
「
小
氷
期
」
へ
の
移
行
に
起
因
す
る
地
球
規
模
の
気
候
変
動
と

そ
れ
に
対
峙
し
た
社
会
と
の
相
互
作
用
（interactions

）
の
連
な

り
か
ら
成
る
と
さ
れ
る
（
５
）

。

　
そ
し
て
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
が
「
大
遷
移
」
の
議
論
に
お
い
て
用
い
る

時
代
区
分
は
、「
大
遷
移
」
本
体
の
前
段
階
も
含
め
れ
ば
以
下
の
四

つ
の
区
分
と
な
っ
て
い
る
（
６
）
。

一
、「
大
遷
移
」
以
前
＝
繁
栄
の
時
代
。
先
述
の
ア
ブ
ー
・
ル
ゴ
ド

が
「
一
三
世
紀
世
界
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
議
論
し
た
、
ユ
ー
ラ

シ
ア
東
西
を
つ
な
ぐ
「
交
易
の
統
合
世
界
シ
ス
テ
ム
」
が
誕
生

し
た
時
代
で
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
史
家
の
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
リ
ー

バ
ー
マ
ン
が
「
奇
妙
な
並
行
」（Strange Parallels

）
の
一

つ
と
し
て
論
じ
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
各
地
の
王
朝
が
繁
栄
を
享
受
し

た
時
代
で
あ
る
（
７
）
。

二
、
第
一
段
階
―
―
「
大
遷
移
」
開
始
の
時
代
（
一
二
六
〇
／
七
〇

年
代
―
一
三
三
〇
年
代
）。
太
陽
活
動
の
減
退
期
の
一
つ
で
あ

る
「
ウ
ォ
ル
フ
極
小
期
」（W

olf Solar M
inim

um

）
の
前

段
階
に
あ
た
る
一
二
七
〇
年
代
か
ら
太
陽
放
射
照
度
が
低
下
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
全
球
規
模
で
気
温
が
低
下
し
、
地
球
の
大
気

循
環
パ
タ
ー
ン
が
変
化
し
て
い
く
。
ま
ず
は
動
物
間
の
流
行
病

に
よ
っ
て
家
畜
の
大
量
死
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
規
模
で
広
が
っ
た
。

さ
ら
に
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
マ
ム
ル
ー
ク
朝
（
一
二
五
〇
―

一
五
一
七
年
）
の
伸
長
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
交
易
網
を
寸
断
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
部
で
も
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
大
市
が
衰
退
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
銀
山
の
産
出
量
の
低
下
と
も
相
俟
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

域
内
で
の
不
況
が
始
ま
っ
て
い
く
。

三
、
第
二
段
階
―
―
社
会
生
態
系
の
遷
移
の
時
代
（
一
三
四
〇
年
代

―
七
〇
年
代
）。
こ
れ
ま
で
徐
々
に
迫
っ
て
き
て
い
た
環
境
お

よ
び
人
間
に
対
す
る
危
機
が
、
三
連
複
合
の
形
で
現
れ
た
中
枢

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
時
期
。
そ
の
三
つ
と
は
―
―
本
稿
の
冒
頭
で
挙

げ
た
よ
う
に
―
―
一
．
地
球
規
模
の
気
候
再
編
に
よ
る
自
然
環

境
の
不
安
定
化
、
二
．
戦
乱
の
激
化
に
よ
る
経
済
の
非
常
な
後

退
、
三
．
ペ
ス
ト
の
大
流
行
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
に
「
小
氷
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期
」
に
基
づ
い
た
新
た
な
「
社
会
生
態
系
」（socio-ecological 

regim
e

）
が
現
れ
る
。

四
、
第
三
段
階
―
―
長
期
下
降
の
時
代
（
一
三
七
〇
年
代
―

一
四
七
〇
年
代
）。
こ
の
一
〇
〇
年
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て

気
候
条
件
は
悪
化
し
続
け
、
ペ
ス
ト
や
貧
困
に
よ
っ
て
死
亡
率

は
出
生
率
を
上
回
り
続
け
る
。
オ
ス
マ
ン
朝
（
一
二
九
九
―

一
九
二
二
年
）
の
台
頭
も
含
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
は
停
滞
し

続
け
て
い
た
。
た
だ
し
、
経
済
の
退
潮
と
い
う
点
で
は
東
方
も

ま
た
同
じ
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
繁
栄
の
時
代

に
構
築
さ
れ
た
法
制
度
や
市
場
体
系
が
改
良
さ
れ
て
次
の
繁
栄

に
基
礎
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
に
来
る
新
た
な
世

界
経
済
の
時
代
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
主
導
的
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
る
。

　
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
「
大
遷
移
」
に
お
け
る
最
重
要
タ
ー
ム
の
一
つ
が
、

先
の
「
第
二
段
階
」
の
と
こ
ろ
で
現
れ
る
「
社
会
生
態
系
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。こ
れ
は
気
候
と
社
会
、環
境
と
生
物
、病
原
菌
と
人
間
、

と
い
っ
た
六
つ
の
各
要
素
の
複
合
が
織
り
成
す
レ
ジ
ー
ム
／
体
制
を

意
味
し
、
気
候
変
動
の
影
響
を
人
間
社
会
と
の
反
応
の
な
か
で
動
態

的
に
捉
え
る
も
の
で
、「
大
遷
移
」
の
議
論
を
環
境
決
定
論
に
堕
さ

な
い
た
め
の
仕
掛
け
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
そ
の
体
制
の
移
行
期

に
あ
た
る
「
大
遷
移
」
の
二
〇
〇
年
の
な
か
で
も
一
四
世
紀
中
盤
を

「
決
定
的
な
転
換
点
」（the critical tipping point

）
だ
と
し
て

い
る
。
実
の
と
こ
ろ
彼
は
、
こ
の
時
代
の
説
明
に
よ
く
用
い
ら
れ
る

―
―
そ
し
て
我
々
も
用
い
て
い
る
！
―
―「
一
四
世
紀
の
危
機
」（the 

“crisis” of the fourteenth century

）
の
語
を
、
進
行
中
の
変

化
を
捉
え
る
語
と
し
て
は
適
当
な
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
そ

の
代
わ
り
と
し
て
、そ
こ
か
ら
は
以
前
に
戻
る
こ
と
の
で
き
な
い「
不

可
逆
的
な
時
点
」
の
意
味
で
「
転
換
点
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
第
一
章
の
最
後
で
、
こ
の
「
大
遷
移
」
を
解
明
す

る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
そ

れ
は
、
ま
ず
は
地
球
規
模
で
の
テ
レ
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
／
遠
隔
相
関

（teleconnections

）
に
も
注
視
し
な
が
ら
気
候
変
動
を
捉
え
る
こ

と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
中
枢
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
構
成
す
る
ペ
ス
ト
流
行

に
関
し
て
も
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
規
模
で
の
考
察
と
文
理
協
働
研
究
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
一
方
で
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
経
済
関
係
の
史
料
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
―
―
彼
の
〈
元

来
の
〉
専
門
が
中
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
経
済
史
に
あ
る
こ
と
は
す
で
に

述
べ
た
。
そ
の
所
以
は
何
よ
り
も
、
そ
れ
が
こ
の
時
代
に
お
い
て
最

も
詳
し
く
継
続
的
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
域
内
に
お
い
て
す

ら
主
導
的
な
存
在
で
は
な
く
、
経
済
規
模
の
点
で
は
特
に
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
・
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
と
い
っ
た
イ
タ
リ
ア
の
二
大
海
洋
国
家
の
後
塵
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を
拝
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
指
標
の
「
中
間

的
地
位
」（an interm

ediate position

）
か
ら
物
を
見
ら
れ
る
と

い
う
意
味
で
も
有
益
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
「
大
遷
移
」
が
西
洋
史
の
文
脈
に
留

ま
ら
な
い
〈
ユ
ー
ラ
シ
ア
か
ら
一
四
世
紀
の
危
機
を
考
え
る
〉
う

え
で
の
必
携
書
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
言
を
俟
た
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
は
問
題
な
し
と
は
で
き
な
い
こ

と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
ず
は
「
大
遷
移
」
と
い
う
用
語

そ
の
も
の
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
ベ
ル
が
「
大
遷
移
」
と

い
う
タ
ー
ム
を
持
ち
出
す
に
あ
た
っ
て
、
明
確
に
意
識
し
て
い
る
の

が
元
は
中
国
経
済
史
家
で
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
経
済
的
側

面
か
ら
牽
引
す
る
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
学
派
」
の
一
人
で
も
あ
る
ケ

ネ
ス
・
ポ
メ
ラ
ン
ツ
の
『
大
分
岐
』
で
あ
る
（
８
）
。「
大
分
岐
」（G

reat 
D

ivergence

）
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
と
中
国
経
済
と
の
分
岐

の
―
―
も
ち
ろ
ん
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
優
位
と
な
っ
て
い
く
―
―
タ
イ
ミ
ン

グ
と
そ
の
要
因
を
議
論
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
多
岐
に
わ
た
る
議
論

の
要
点
を
ま
と
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
以
下
の
二
点

に
集
約
さ
れ
る
部
分
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

一
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
内
的
成
長
は
、
中
世
ど
こ
ろ
か
一
八
〇
〇
年
頃

ま
で
は
東
ア
ジ
ア
の
成
長
と
そ
の
程
度
も
規
模
も
非
常
に
似
通

っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
。

二
、一
九
世
紀
の
両
者
の
「
大
分
岐
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
特
権
的

に
海
外
の
市
場
・
資
源
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
そ

の
こ
と
の
み
に
起
因
す
る
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
大
分
岐
」
に
お
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
―
―

と
に
か
く
何
ら
か
の
理
由
で
―
―
「
内
的
に
」
特
別
で
あ
っ
た
こ
と

を
飛
躍
の
前
提
と
す
る
「
西
洋
中
心
史
観
」
が
覆
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

ポ
メ
ラ
ン
ツ
は
先
の
要
点
の
二
点
目
に
関
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東

ア
ジ
ア
の
比
較
を
行
う
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
。
む
し
ろ
、
地
球

規
模
の
シ
ス
テ
ム
を
捉
え
、
そ
の
な
か
で
そ
れ
ら
二
つ
の
各
部
分
の

位
置
や
機
能
、
そ
し
て
そ
の
歴
史
的
展
開
を
検
討
す
る
と
い
う
構
成

が
と
ら
れ
て
お
り
、
地
球
全
体
を
俯
瞰
し
う
る
史
観
の
提
示
を
志
向

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
体
現
す
る
作
品
と
な
っ
て
い

る
（
９
）

。
　
し
か
し
、先
述
の
「
第
四
段
階
」
の
と
こ
ろ
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、

キ
ャ
ン
ベ
ル
は
は
っ
き
り
と
「
大
分
岐
」
に
言
及
し
な
が
ら
も
「
大

遷
移
」
の
終
わ
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
―
―
つ
ま
り
一
五
世
紀
が
―
―

東
西
の
経
済
成
長
が
並
ぶ
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
主
張
し
て
い
る）
（1
（

。
こ
れ

は
、
先
に
紹
介
し
た
、
ポ
メ
ラ
ン
ツ
が
『
大
分
岐
』
に
お
い
て
展
開

す
る
コ
ア
・
ア
ー
ギ
ュ
メ
ン
ト
と
は
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

あ
え
て
穿
っ
た
見
方
を
し
て
し
ま
え
ば
、
西
洋
中
心
主
義
批
判
を
か

わ
す
べ
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
よ
る
一
六
世
紀
以
降
の
跳
躍
を
従
来
の
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よ
う
に
内
的
で
は
な
く
、
外
的
に
説
明
す
る
た
め
に
「
大
分
岐
」
の

議
論
を
―
―
言
わ
ば
換
骨
奪
胎
し
た
形
で
―
―
用
い
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
大
分
岐
」
の
た
め
の
議
論

と
し
て
ム
ス
リ
ム
商
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
人
の
〈
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
〉
と

し
て
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
点
も
、
問
題
な
し
と
は
で
き
な
い
。
近

年
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
研
究
の
成
果
、
例
え
ば
近
刊
の
マ
リ
・
フ
ァ

ヴ
ロ
に
よ
る
ジ
ョ
チ
・
ウ
ル
ス
通
史
は
、
黒
海
か
ら
カ
ス
ピ
海
北
岸

を
通
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
高
原
か
ら
遠
く
中
国
に
ま
で
抜
け
て
い
く
「
北

の
道
」（N

orthern Road

）
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
性
質
を
描
い

て
い
る
。
そ
こ
で
対
抗
関
係
に
あ
っ
た
の
は
、
例
え
ば
黒
海
交
易
に

お
い
て
は
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

二
大
海
洋
勢
力
で
あ
り
、
ま
た
ジ
ョ
チ
・
ウ
ル
ス
と
フ
レ
グ
・
ウ
ル

ス
と
い
う
一
四
世
紀
初
頭
ま
で
に
は
と
も
に
イ
ス
ラ
ム
教
に
改
宗
し

て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
国
家
で
あ
っ
た）
（（
（

。

　
今
後
は
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
が
実
践
し
た
歴
史
学
と
古
気
候
学
と
の
成

果
の
融
合
を
大
い
に
進
め
つ
つ
も
、〈
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
見
た
ユ
ー

ラ
シ
ア
史
〉
で
は
な
く
、〈
一
四
世
紀
の
危
機
〉
を
真
の
意
味
で
ユ

ー
ラ
シ
ア
史
か
ら
志
向
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る）
（1
（

。
で
は
「
真
の
意
味
」
と
は
果
た
し
て
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
次
節
以
降
、
最
新
の
研
究
成
果
に
拠
り

な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

第
二
節
　
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
環
境
史

　
先
の
節
に
お
い
て
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
の
文
脈
で
〈
一
四
世
紀
の
危

機
〉
を
考
え
る
べ
き
こ
と
を
説
い
た
。
そ
し
て
一
三
・
一
四
世
紀
の

ユ
ー
ラ
シ
ア
と
は
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
草
原
に
展
開
し
た
遊
牧
諸
帝
国

の
到
達
点
と
も
い
え
る
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
が
、
そ
の
覇
権
を
ユ
ー
ラ
シ

ア
全
域
に
及
ぼ
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
や
そ
れ
以
前

の
遊
牧
諸
帝
国
と
生
態
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
中

央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
家
の
ニ
コ
ラ
・
デ
ィ
・
コ
ス
モ
が
古
気
候
学
者
や

年
輪
学
者
た
ち
と
の
協
働
で
も
っ
て
種
々
の
研
究
を
発
表
し
て
い

る
。
こ
の
節
で
は
、「
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
の
文
脈
で〈
一
四
世
紀
の
危
機
〉

を
考
え
る
」
う
え
で
重
要
な
前
提
と
な
る
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
環
境

史
の
成
果
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　
先
述
の
ニ
コ
ラ
・
デ
ィ
・
コ
ス
モ
は
、
年
輪
年
代
学
者
の
ウ
ル
フ
・

ブ
ン
ト
ゲ
ン
ら
と
の
共
著
論
文
で
、
六
三
〇
年
に
お
け
る
東
突
厥
の

崩
壊
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。
六
世
紀
に
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
モ
ン

ゴ
ル
高
原
に
か
け
て
強
勢
と
な
っ
た
突
厥
は
、
五
五
一
年
に
柔
然
に

反
乱
し
て
帝
国
を
打
ち
立
て
た
後
に
西
進
し
、
や
が
て
そ
の
政
体
を

東
西
に
分
割
さ
せ
る
。
西
部
が
東
部
に
従
属
す
る
形
で
い
ず
れ
も
そ

の
王
族
は
阿
史
那
氏
で
あ
っ
た
。
分
裂
後
も
東
突
厥
は
強
盛
を
維
持

し
、
七
世
紀
の
初
め
に
は
唐
朝
（
六
一
八
―
九
〇
七
年
）
を
助
け
て

隋
朝
（
五
八
一
―
六
一
八
年
）
を
滅
ぼ
し
、
前
者
に
朝
貢
さ
せ
る
ま
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で
に
な
っ
て
い
く
。
六
二
〇
年
代
に
入
る
と
、
時
の
君
主
イ
リ
グ
・

カ
ガ
ン
（
治
世
六
二
〇
―
六
三
〇
年
）
は
頻
繁
に
北
中
国
へ
侵
入
し
、

略
奪
を
行
っ
た
。
六
二
六
年
に
は
唐
の
都
長
安
ま
で
僅
か
な
距
離
に

あ
る
渭
水
河
畔
に
ま
で
至
り
、
多
額
の
貢
納
と
引
き
換
え
に
よ
う
や

く
退
い
た
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
さ
ほ
ど
時
を
隔
て
な
い
六
三
〇
年
ま

で
に
東
突
厥
は
す
っ
か
り
弱
体
化
し
、
唐
に
敗
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
東
突
厥
の
崩
壊
は
文
献
資
料
に
お
い
て
は
政
権
内
の
内
部
分
裂
と

唐
太
宗
（
治
世
六
二
六
―
六
四
九
年
）
の
離
間
策
に
そ
の
所
以
が
帰

せ
ら
れ
て
い
る
一
方
、
突
厥
領
内
に
お
け
る
六
二
七
年
の
大
雪
と
そ

れ
に
続
く
年
々
の
飢
饉
や
家
畜
の
大
量
死
に
つ
い
て
は
多
く
の
記
述

が
あ
る
。
近
年
の
古
気
候
学
研
究
は
六
二
六
年
に
大
規
模
な
噴
火
が

あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
て
お
り
、
実
際
に
年
代
は
は
っ
き
り
し
な
い

も
の
の
こ
の
年
に
近
い
記
述
と
し
て
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
（
三
三
〇
―

一
四
五
三
年
）
の
史
料
に
お
い
て
も
噴
火
を
思
わ
せ
る
記
述
が
見
ら

れ
る
。
大
規
模
噴
火
は
一
般
的
に
そ
の
後
数
年
に
わ
た
る
冷
夏
を
も

た
ら
す
。
デ
ィ
・
コ
ス
モ
ら
の
論
文
で
問
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
噴
火

に
起
因
す
る
冷
夏
の
連
続
が
東
突
厥
の
崩
壊
に
影
響
を
―
―
間
接
的

に
で
あ
れ
直
接
的
に
で
あ
れ
―
―
も
た
ら
し
た
の
か
否
か
と
い
う
も

の
な
の
で
あ
る
。

　
史
料
と
し
て
は
ほ
ぼ
漢
籍
が
用
い
ら
れ
、
後
晋
期
（
九
三
六
―

四
六
年
）
に
編
ま
れ
た
『
旧
唐
書
』
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
、
そ
れ

以
外
は
宋
代
の
歴
史
叙
述
ル
ネ
サ
ン
ス
の
期
間
に
編
纂
さ
れ
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
環
境
史
に
関
わ
る
現
代
の
編
纂
物
で
あ

る
張
徳
二
『
中
国
三
千
年
気
象
記
録
総
集
』）
（1
（

や
陳
高
傭
『
中
国
歴
代

天
災
人
禍
表
』）
（1
（

も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
の
年
輪
デ
ー
タ
と
し
て

は
、
サ
ン
プ
ル
と
し
て
一
四
箇
所
の
年
輪
と
二
つ
の
「
最
大
晩
材
密

度
」（m

axim
um

 latew
ood density

）
の
デ
ー
タ
が
、
ア
ジ
ア

七
箇
所
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
六
箇
所
、
南
北
ア
メ
リ
カ
そ
れ
ぞ
れ
一
箇
所
、

タ
ス
マ
ニ
ア
か
ら
一
箇
所
取
ら
れ
て
い
る
。「
古
代
後
期
小
氷
期
」

（Late Antique Little Ice A
ge

）
は
、
五
三
六
年
、
五
四
〇
年

お
よ
び
五
七
四
年
の
大
規
模
噴
火
に
起
因
す
る
冷
夏
の
期
間
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
こ
の
研
究
の
対
象
と
な
る
六
六
〇
年
ま
で
に
長
い
影
響

を
及
ぼ
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
よ
り
多
種
の
要
因
を
分
析
す
る

必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
東
突
厥
の
崩
壊
の
文
脈
か
ら
興

味
深
い
事
実
は
、
北
緯
に
し
て
三
五
―
六
五
度
、
東
経
に
し
て
八
〇

度
―
一
三
〇
度
ほ
ど
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
ア
ル
タ
イ
の
年
輪
年
代
は

六
二
七
年
と
六
二
八
年
と
に
冷
夏
が
あ
っ
た
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
【
図
一
】。

　
文
献
史
料
か
ら
は
東
突
厥
の
崩
壊
に
関
し
て
以
下
の
三
つ
の
因
子

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。
一
．
気
候
因
子
、
二
．
気
候

変
動
に
伴
う
経
済
因
子
、
三
．
唐
・
突
厥
間
の
政
治
因
子
。
大
雪
の

記
述
は
六
二
七
年
の
初
秋
に
は
現
れ
て
お
り
、
そ
の
範
囲
は
恐
ら
く

内
蒙
古
か
ら
黄
河
蛇
行
域
の
北
部
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
の

夏
に
は
霜
が
降
り
て
い
る
。
そ
の
年
の
雪
の
深
さ
は
三
〇
セ
ン
チ
に
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も
及
ん
だ
と
さ
れ
、
わ
ず
か
数
セ
ン
チ
で
も
深
刻
な
打
撃
を
被
る
家

畜
群
に
と
っ
て
は
致
命
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
寒
波

は
六
二
八
―
二
九
年
に
お
い
て
も
続
き
、
中
国
側
の
史
料
は
六
二
八

年
の
夏
に
東
突
厥
の
人
々
が
大
量
に
移
住
を
始
め
た
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。
漢
地
に
お
い
て
も
六
二
七
年
と
翌
年
は
厳
し
い
旱
魃
の
年
で

あ
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
六
二
六
年
に
は
長
安
に
迫
る
な
ど
か
く
も
強
盛
で

あ
っ
た
東
突
厥
の
危
機
は
、
六
二
七
年
に
始
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
、こ
の
危
機
は
政
治
分
裂
と
崩
壊
と
を
も
た
ら
し
た
。

加
え
て
、
こ
う
し
た
政
治
危
機
は
経
済
因
子
に
も
誘
発
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
気
候
変
動
は
経
済
危
機
を
も
招
来
し
、
国
庫
の
危
機
に

伴
う
重
税
は
内
部
反
乱
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で

東
突
厥
は
六
二
九
年
一
二
月
か
ら
の
唐
軍
の
大
規
模
遠
征
に
立
ち
向

か
う
術
を
失
っ
て
い
た
。
六
二
六
年
と
六
二
七
年
の
局
地
的
な
気
温

の
降
下
を
示
す
年
輪
年
代
は
こ
の
時
期
の
噴
火
の
可
能
性
を
示
唆
し

て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
論
文
の
結
論
と
し
て
デ
ィ
・
コ
ス
モ
ら
は
、

結
局
の
と
こ
ろ
東
突
厥
は
三
つ
の
脆
弱
性
を
要
因
と
し
て
崩
壊
し
た

と
し
て
い
る
。
一
つ
目
は
分
権
的
な
権
力
体
制
、
二
つ
目
は
気
候
変

動
に
対
す
る
遊
牧
経
済
の
脆
さ
、
三
つ
目
が
中
国
の
影
響
で
あ
る
。

六
二
六
年
ま
で
守
勢
に
あ
っ
た
太
宗
は
六
二
七
年
以
降
、
外
交
的
に

も
軍
事
的
に
も
東
突
厥
に
攻
勢
を
か
け
て
い
く
。
東
突
厥
は
内
部
勢

力
の
分
裂
、
そ
れ
に
対
す
る
可
汗
の
無
力
、
唐
の
攻
勢
と
い
っ
た
三

連
の
打
撃
に
よ
っ
て
崩
壊
し
て
い
く
。
そ
し
て
そ
れ
に
は
、
六
二
七

年
か
ら
三
年
に
亘
っ
て
続
い
た
冷
害
が
影
響
し
て
い
る
と
い
う
結
論

で
あ
る）
（1
（

。

　
東
突
厥
の
崩
壊
の
後
の
時
代
に
関
し
て
、
次
に
デ
ィ
・
コ
ス
モ
ら

が
扱
う
の
は
ウ
イ
グ
ル
帝
国
（
七
四
四
―
八
四
〇
年
）
で
あ
る
。
気

候
変
動
―
―
火
山
噴
火
か
ら
の
寒
冷
化
―
―
が
滅
亡
に
影
響
し
た
と

さ
れ
た
前
回
論
文
の
ケ
ー
ス
と
は
大
き
く
異
な
り
、
こ
こ
で
は
遊
牧

帝
国
の
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
／
弾
性
」（resilience

）
が
複
数
の
フ
ァ

ク
タ
ー
か
ら
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
ウ
イ
グ
ル

帝
国
の
時
代
、
そ
の
根
拠
地
と
な
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
高
原
は
類
例
が
ほ

と
ん
ど
無
い
ほ
ど
に
長
期
に
及
ぶ
旱
魃
に
苦
し
ん
で
い
た
。
し
か
し

帝
国
は
そ
れ
に
耐
え
続
け
、
九
世
紀
中
葉
ま
で
そ
の
命
脈
を
保
つ
こ

と
に
な
る
。

　
ウ
イ
グ
ル
帝
国
は
八
四
〇
年
に
突
如
と
し
て
終
わ
り
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
は
滅
亡
の
所
以
と
し
て
内
部
抗
争
や
気
候
変

動
、外
部
侵
入
と
い
っ
た
複
合
要
素
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た）
（1
（

。
し
か
し
、

こ
の
滅
亡
は
長
期
に
亘
る
中
国
お
よ
び
そ
の
隣
国
と
の
友
好
的
で
生

産
的
な
時
代
の
後
に
訪
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
短
期
的
な
滅
亡
原
因

を
先
の
複
合
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
る
デ
ィ
・
コ
ス
モ
ら

は
「
し
か
し
」
と
続
け
て
、
そ
の
滅
亡
の
深
層
が
依
然
と
し
て
明
ら

か
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
に
新
た

な
光
を
当
て
る
の
が
、
最
新
の
古
気
候
デ
ー
タ
な
の
で
あ
る
。
古
気
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候
デ
ー
タ
は
こ
の
帝
国
の
中
核
地
帯
が
こ
の
時
期
、
過
去
一
七
〇
〇

年
に
遡
っ
て
も
そ
れ
を
超
え
る
時
期
を
一
度
し
か
見
出
す
こ
と
の
で

き
な
い
ほ
ど
の
長
期
旱
魃
に
遭
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ

の
旱
魃
は
お
そ
ら
く
、
地
域
経
済
を
破
壊
す
る
に
十
分
な
ス
ケ
ー
ル

の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
漢
文
史
料
に
し
て
も
ウ
イ
グ
ル
語
史

料
に
し
て
も
、
こ
の
種
の
気
候
変
動
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
例
え
ば

家
畜
の
大
量
死
で
あ
る
と
か
、
人
口
の
激
減
で
あ
る
と
か
、
移
住
で

あ
る
と
か
、
軍
事
侵
攻
で
あ
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
事
実
を
伝
え
て

は
い
な
い
。
ウ
イ
グ
ル
帝
国
の
政
体
お
よ
び
経
済
は
、
こ
の
未
曽
有

の
気
候
危
機
に
い
か
に
対
抗
し
た
の
か
。
そ
れ
が
こ
の
論
文
の
問
い

と
な
る
。

　
古
気
候
デ
ー
タ
か
ら
の
再
現
に
拠
れ
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
北
部

お
よ
び
中
部
は
七
八
三
年
か
ら
八
五
〇
年
に
至
る
ま
で
、
実
に
六
八

年
に
も
お
よ
ぶ
長
期
の
乾
燥
期
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。
過
去
に
遡
る

と
、
四
〇
〇
年
代
、
八
〇
〇
年
代
、
一
〇
〇
〇
年
代
の
乾
燥
期
に
、

一
三
〇
〇
年
代
、
一
四
〇
〇
年
代
、
一
九
〇
〇
年
代
と
い
う
湿
潤
期

が
続
い
て
い
る
。
ウ
イ
グ
ル
帝
国
期
と
は
、
七
〇
〇
年
代
中
葉
か
ら

末
に
か
け
て
の
湿
潤
期
か
ら
七
〇
〇
年
代
末
か
ら
八
〇
〇
年
代
初
頭

の
激
し
く
長
期
に
わ
た
る
乾
燥
期
へ
、
と
い
う
急
激
な
気
候
変
動
の

さ
な
か
の
時
代
で
あ
っ
た
。
七
八
三
年
に
始
ま
っ
た
乾
燥
期
は
六
八

年
間
に
お
よ
び
、
特
に
乾
燥
の
激
し
か
っ
た
八
〇
三
年
か
ら
の
一
三

年
を
期
間
の
長
さ
で
し
の
ぐ
の
は
、
一
〇
〇
五
年
に
始
ま
る
一
七
年

【
図
一（
ａ
）: 

中
央
ア
ジ
ア
の
五
〇
〇
年
か
ら
七
〇
〇
年
ま
で
の
夏
季
気
温
の
変
動
。

グ
レ
ー
ス
ケ
ー
ル
は
、
火
山
噴
火
に
よ
る
気
温
低
下
に
特
徴
づ
け
ら
れ
た
古
代

後
期
小
氷
期
の
期
間
。（
ｂ
／
ｃ
）: 

ア
ル
タ
イ
山
脈
と
夏
季
気
温
が
連
動
す
る

地
域
の
範
囲）
（1
（

（
各
地
域
の
五
―
六
、七
―
八
月
の
気
温
と
の
相
関
係
数
で
表
示
）】
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間
の
み
な
の
で
あ
る
。
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
長
期
の
気
候
デ
ー
タ

を
見
る
と
、
こ
の
地
の
「
中
世
温
暖
期
」
は
だ
い
た
い
八
〇
〇
年
か

ら
一
二
〇
〇
年
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
こ
の
ト
レ
ン
ド
の
通
り
、
長

期
の
湿
潤
傾
向
が
七
八
三
年
に
反
転
し
、
以
後
六
〇
年
以
上
に
わ
た

っ
て
モ
ン
ゴ
ル
高
原
と
中
央
ア
ジ
ア
の
多
地
域
を
乾
燥
で
覆
う
こ
と

に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
急
激
な
気
候
変
動
下
に
お
い
て
も

ウ
イ
グ
ル
帝
国
は
即
座
に
崩
壊
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
い

え
ば
遷
都
も
な
か
っ
た
し
、
他
地
域
へ
の
軍
事
活
動
を
活
発
化
さ
せ

る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
デ
ィ
・
コ
ス
モ
ら
は
、
そ
の
所
以
を
ウ
イ
グ
ル
帝
国
の
性
質
か
ら

考
え
て
い
く
。
ウ
イ
グ
ル
帝
国
の
そ
れ
以
前
の
遊
牧
帝
国
と
の
顕
著

な
違
い
は
、
中
国
と
の
友
好
関
係
に
あ
っ
た
。
ウ
イ
グ
ル
は
こ
れ
ま

で
の
遊
牧
帝
国
に
と
っ
て
仇
敵
で
あ
っ
た
中
華
王
朝
―
―
こ
の
時
代

は
唐
王
朝
―
―
を
援
け
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
大
量
の
絹
を
得
て
い

た
。
こ
れ
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
通
貨
と
し
て
も
馬
貿
易
の
代
替
品
と

し
て
も
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ウ
イ
グ
ル
帝
国
は
マ
ニ
教

に
公
的
に
改
宗
し
、
そ
の
こ
と
は
政
権
内
部
に
、
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
有
す
る
多
数
の
ソ
グ
ド
人
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
も
意
味
し
て

い
た
。
そ
の
後
の
不
安
定
期
を
経
つ
つ
七
九
五
年
に
ク
ト
ゥ
ル
グ
が

即
位
し
て
新
た
な
王
統
を
立
て
る
と
帝
国
は
再
び
安
定
し
た
。
そ
こ

か
ら
八
〇
五
年
ま
で
少
な
く
と
も
奢
侈
品
の
交
易
は
中
断
す
る
が
、

そ
の
後
に
中
国
と
の
交
易
が
再
開
し
て
い
く
。
そ
し
て
こ
の
再
開
時

期
は
、
厳
し
い
旱
魃
の
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時

期
、
オ
ル
ド
ス
地
方
の
ム
ウ
ス
砂
漠
の
乾
燥
化
に
よ
っ
て
モ
ン
ゴ
ル

高
原
か
ら
中
国
へ
の
馬
の
輸
送
は
よ
り
困
難
に
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
い
く
つ
か
の
要
因
が
気
候
変
動
の
激
化
を
和
ら
げ
る
役
割
を
果

た
し
た
と
デ
ィ
・
コ
ス
モ
ら
は
主
張
す
る
。
そ
の
一
つ
が
農
業
で
あ

る
。
九
世
紀
の
初
頭
に
は
ウ
イ
グ
ル
帝
国
領
内
の
い
く
つ
か
の
地
点

で
農
業
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ウ
イ
グ
ル
帝
国
は
そ
れ

以
前
の
遊
牧
帝
国
以
上
に
―
―
も
ち
ろ
ん
遊
牧
経
済
を
主
体
と
し
つ

つ
も
―
―
農
業
経
済
を
取
り
入
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
八
二
一
年
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
使
節
タ
ミ
ー
ム
・

ア
ル
・
バ
フ
ル
の
記
述
や
考
古
学
調
査
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
帝
国
各
所
の
農
耕
地
か
ら
の
産
物
が
帝
国
の
首
都
、
オ
ル

ホ
ン
渓
谷
の
カ
ラ
バ
ル
ガ
ス
ン
の
食
糧
供
給
を
支
え
て
い
た
。
こ
の

構
図
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
に
お
い
て
も
、
ま
さ
に
同
じ
く
オ
ル
ホ
ン
渓

谷
に
位
置
し
た
帝
都
カ
ラ
コ
ル
ム
に
関
し
て
、
見
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
な
の
で
あ
る
。

　
帝
国
は
八
三
〇
年
代
に
急
速
に
衰
え
滅
亡
し
て
い
く
。
そ
の
所
以

は
内
部
抗
争
と
反
乱
、
南
シ
ベ
リ
ア
に
い
た
ク
ル
グ
ズ
の
侵
攻
に
加

え
て
、
八
三
九
年
か
ら
四
〇
年
に
か
け
て
の
厳
冬
に
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
気
候
デ
ー
タ
は
夏
の
も
の
し
か
な
い
た
め
に
冬
の
デ
ー
タ

は
知
り
え
な
い
も
の
の
、
文
献
デ
ー
タ
は
こ
の
時
期
の
家
畜
の
大
量

死
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。こ
う
し
て
ク
ル
グ
ズ
は
首
都
に
侵
攻
、
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一
〇
万
人
と
カ
ガ
ン
を
殺
害
し
、
ウ
イ
グ
ル
帝
国
を
滅
亡
さ
せ
た
と

さ
れ
る
。
ク
ル
グ
ズ
が
ウ
イ
グ
ル
滅
亡
後
に
こ
の
地
に
留
ま
ら
ず
に

北
方
へ
と
帰
っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
地
が
長
期
の
旱
魃
に
よ
っ
て

す
で
に
政
治
・
経
済
の
中
心
地
と
し
て
の
役
割
を
果
し
え
な
く
な
っ

て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
と
デ
ィ
・
コ
ス
モ
ら
は
推
察
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
ウ
イ
グ
ル
帝
国
は
非
常
に
長
期
に
わ
た
る
旱
魃
に
よ
っ
て

も
崩
壊
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
帝
国
の
経
済
体
制
は
そ
れ
以
前
の

遊
牧
帝
国
以
上
に
多
様
性
に
富
み
、
洗
練
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
伝
統
的
な
遊
牧
経
済
以
外
に
も
農
業
や
交
易
に
対
応
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
ウ
イ
グ
ル
は
そ
の
拡
大
期（
七
四
四
頃
―
七
八
〇
年
）

に
は
お
そ
ら
く
湿
潤
気
候
の
恩
恵
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
後
の
長
期

の
旱
魃
に
よ
っ
て
、
軍
事
的
解
決
の
オ
プ
シ
ョ
ン
は
ほ
と
ん
ど
失
わ

れ
た
も
の
の
、
農
業
や
交
易
に
よ
っ
て
そ
の
命
脈
を
な
お
半
世
紀
以

上
に
渡
っ
て
保
つ
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
遊
牧
帝
国
に
関
し

て
―
―
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
農
業
国
家
に
関
し
て
も
―
―
政
体
と
気
候

と
の
関
わ
り
は
実
に
多
様
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
研
究
は
示
し
て
く

れ
て
い
る）
（1
（

。

　
そ
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
で
あ
る
。
デ
ィ
・
コ
ス
モ
ら
は
モ
ン
ゴ

ル
帝
国
の
特
に
初
期
の
征
服
の
局
面
に
関
し
て
、
環
境
史
研
究
を
推

進
し
て
い
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
以
下
の
四
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い

て
文
理
協
働
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
．
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
勃

興
（
―
一
二
〇
六
年
）、
二
．
モ
ン
ゴ
ル
に
よ
る
中
国
お
よ
び
中
央

ア
ジ
ア
の
征
服
（
一
二
一
一
―
二
五
年
）、
三
．
モ
ン
ゴ
ル
に
よ
る

ハ
ン
ガ
リ
ー
征
服
と
撤
退
（
一
二
四
一
―
四
二
年
）、
四
．
モ
ン
ゴ

ル
に
よ
る
中
東
征
服
（
一
二
五
四
―
一
二
六
〇
年
）。
こ
れ
ら
四
つ

の
ト
ピ
ッ
ク
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
鍵
と
な
る
の
が
、
一
．
気
候
と

「
遊
牧
経
済
」（pastoral econom

y

）、
二
．
環
境
と
軍
事
活
動
、

以
上
の
二
要
素
の
連
環
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
は
気
候
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
気
候
要
因
と
し
て
デ
ー
タ
捕
捉
が
可
能
で
か
つ
重
要

視
さ
れ
る
の
が
、
一
．
降
水
量
と
二
．
気
温
、
そ
し
て
三
．
そ
れ
ら

を
決
定
づ
け
た
諸
要
因
（
噴
火
な
ど
）、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
ら
は
遊
牧
経
済
の
生
産
性
を
、一
．家
畜
の
出
生
率
／
死
亡
率
、二
．

「
草
原
」（grasslands

）
の
状
態
、
三
．
水
の
得
や
す
さ
、
と
い

う
諸
要
因
に
よ
っ
て
左
右
す
る
。
こ
う
し
た
変
数
が
領
域
の
面
積
や

そ
の
生
産
性
と
家
畜
の
種
類
お
よ
び
そ
の
数
の
バ
ラ
ン
ス
と
相
ま
っ

て
、
そ
の
社
会
／
軍
隊
の
動
員
力
を
決
定
づ
け
る
の
で
あ
る
。
一
方

で
気
候
は
、
ゾ
ド
／
冷
害
や
旱
魃
を
も
た
ら
し
て
遊
牧
経
済
に
大
き

な
打
撃
を
与
え
る
要
因
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
現
在
の
モ
ン
ゴ
ル
高

原
で
す
ら
同
様
で
あ
る
。
次
に
デ
ィ
・
コ
ス
モ
が
重
視
す
る
の
が
モ

ン
ゴ
ル
軍
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
人
の
兵
士
が
複
数
の
馬
を

持
ち
、自
給
的
で
、組
織
立
っ
て
お
り
、高
い
「
機
動
性
」（m

obility

）

を
有
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
性
質
を
も
つ
騎
馬
軍
の
軍
事
行
動
に
お

い
て
は
、先
ほ
ど
述
べ
た
一
．
動
員
力
、に
加
え
て
、二
．
地
形
、三
．

気
象
条
件
、
四
．
兵
站
と
い
っ
た
諸
要
素
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
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こ
れ
ら
の
遊
牧
社
会
と
軍
事
活
動
を
め
ぐ
る
環
境
史
研
究
が
展

開
さ
れ
た
の
が
、
デ
ィ
・
コ
ス
モ
ら
の
文
理
協
働
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク

ト  “Pluvials, D
roughts, Energetics, and the M

ongol 
Em

pire” 
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
主
と
し
て
以
下
の
四
点
が
問
わ

れ
た
。
一
．
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
興
亡
に
草
原
の
生
産
性
が
及
ぼ
し
た

影
響
、
二
．
モ
ン
ゴ
ル
の
興
隆
に
環
境
が
果
た
し
た
役
割
、
三
．
過

去
の
社
会
の
興
亡
に
水
と
草
と
が
及
ぼ
し
た
影
響
、
四
．
中
世
温
暖

期
か
ら
小
氷
期
へ
の
気
候
変
動）
（1
（

。

　
ま
ず
「
二
．
モ
ン
ゴ
ル
の
興
隆
に
環
境
が
果
た
し
た
役
割
」
に
つ

い
て
は
、本
書
評
特
集
に
お
い
て
宇
野
伸
浩
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
の
仮
説
は
、
一
三
世
紀
初
頭
、「
中
世
温
暖
期
」
に
お
け

る
高
原
の
旱
魃
が
モ
ン
ゴ
ル
を
外
へ
、
征
服
へ
と
駆
り
立
て
た
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
主
と
し
て
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
氷
床
か

ら
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
モ
ン
ゴ
ル

高
原
自
体
（
オ
ル
ホ
ン
渓
谷
）
で
精
度
の
高
い
年
輪
デ
ー
タ
が
取
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
理
解
は
反
転
し
て
い
く
。
古
気
候
学
の
成

果
は
、
一
二
一
一
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
の
期
間
が
、
高
温
多
雨

傾
向
と
い
う
草
原
に
と
っ
て
極
め
て
条
件
の
良
い
時
代
で
あ
っ
た
こ

と
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
の
大
征
服
（
金
・
西
夏
・

中
央
ア
ジ
ア
）
は
ま
さ
に
こ
の
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら

デ
ィ
・
コ
ス
モ
ら
が
打
ち
出
し
た
新
た
な
仮
説
が
、「
草
原
高
生
産

仮
説
」（G

rassland H
igh-Productivity H

ypothesis

）
で
あ

る
。
高
温
多
雨
な
生
態
環
境
が
、チ
ン
ギ
ス
に
よ
る
高
原
統
一
後
の
、

一
．
急
速
な
経
済
回
復
、
二
．
軍
馬
の
継
続
的
な
飼
育
、
三
．［
中

央
集
権
化
に
寄
与
す
る
］
牧
草
地
の
拡
大
、
四
．
農
業
生
産
性
の
向

上
、
を
結
果
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る）
11
（

。

　
今
節
の
冒
頭
で
述
べ
た
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
の
文
脈
で
〈
一
四
世
紀

の
危
機
〉
を
考
え
る
」
と
も
密
接
に
関
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
デ

ィ
・
コ
ス
モ
ら
は
さ
ら
に
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
中
国
大
陸
に
関
し
て
、

現
段
階
で
得
ら
れ
て
い
る
古
気
候
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い

る
。
こ
の
大
陸
の
気
候
を
決
定
づ
け
る
の
は
〈
風
〉、
具
体
的
に
は

イ
ン
ド
夏
季
モ
ン
ス
ー
ン
、
東
ア
ジ
ア
夏
季
モ
ン
ス
ー
ン
と
偏
西
風

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
北
中
国
に
広
が
る
農
牧
接
壌
地
帯
の
乾
燥
度

を
決
定
づ
け
る
の
は
東
ア
ジ
ア
夏
季
モ
ン
ス
ー
ン
で
あ
っ
た
。
こ
れ

が
強
盛
の
場
合
に
は
こ
の
地
に
高
い
湿
度
が
も
た
ら
さ
れ
る）
1（
（

。
こ
れ

に
つ
い
て
の
議
論
に
関
し
て
重
要
と
な
る
の
が
満
州
で
あ
る
。
一
三

世
紀
初
頭
、「
中
世
温
暖
期
」
の
終
盤
に
お
け
る
満
州
は
他
地
域
に

比
べ
て
非
常
に
高
温
多
湿
で
あ
り
、
ま
た
乾
燥
帯
と
の
接
壌
地
帯
で

も
あ
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
は
金
朝
攻
略
の
際
、
一
二
一
一
年
の
夏
（
五

―
八
月
）
の
長
期
間
こ
の
地
に
滞
在
し
、
お
そ
ら
く
騎
馬
の
回
復
に

努
め
た
後
に
、
北
中
国
を
攻
め
て
い
る
。
そ
の
後
の
一
二
一
九
年
か

ら
二
五
年
に
か
け
て
の
中
央
ア
ジ
ア
侵
攻
に
お
け
る
環
境
因
子
は
、

気
候
デ
ー
タ
の
不
足
に
よ
り
算
定
が
難
し
い
も
の
の
、
一
般
的
に
い

ぜ
ん
と
し
て
「
中
世
温
暖
期
」
の
さ
な
か
に
あ
っ
た
こ
の
時
期
に
は
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こ
の
地
域
は
高
温
乾
燥
で
あ
っ
た
と
デ
ィ
・
コ
ス
モ
ら
は
推
察
し
て

い
る
。
こ
の
地
域
に
関
し
て
デ
ィ
・
コ
ス
モ
が
言
及
す
る
の
が
ア
ラ

ル
海
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
ア
ラ
ル
海
は
現
在
と
同
じ
様
に
非
常
に

水
量
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
地
域
の

高
温
乾
燥
と
い
っ
た
天
災
と
、
モ
ン
ゴ
ル
の
灌
漑
施
設
の
破
壊
な
ど

に
起
因
す
る
ア
ム
川
の
ア
ラ
ル
海
か
ら
カ
ス
ピ
海
へ
の
転
流
と
い
っ

た
人
災
と
の
複
合
の
結
果
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る）
11
（

。

　
さ
ら
に
デ
ィ
・
コ
ス
モ
ら
は
モ
ン
ゴ
ル
の
〈
二
つ
の
征
服
〉
に
関

し
て
、
環
境
と
モ
ン
ゴ
ル
の
軍
事
遠
征
と
の
相
関
性
を
見
て
い
る
。

ま
ず
は
一
二
四
一
年
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の

撤
退
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
二
四
一
年
四
月
一
一
日
の
モ
ヒ
の
戦
い

で
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
軍
に
大
勝
し
、
翌
年
一
月
に
は
ド
ナ

ウ
川
を
渡
っ
て
―
―
こ
の
年
は
厳
冬
に
よ
っ
て
河
床
が
凍
結
し
て
い

た
―
―
ハ
ン
ガ
リ
ー
西
部
に
侵
攻
す
る
も
の
の
、
そ
の
後
の
侵
攻
は

実
に
緩
や
か
で
効
率
性
を
欠
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
年
の
春
の
終

わ
り
に
は
全
面
撤
退
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
デ
ィ
・
コ
ス
モ
ら
の

研
究
は
、
こ
の
撤
退
の
気
候
要
因
を
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

関
す
る
古
気
候
デ
ー
タ
は
、
比
較
的
暖
か
か
っ
た
一
二
四
一
年
か
ら

翌
四
二
年
に
か
け
て
の
急
速
な
気
温
低
下
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に

降
水
量
に
関
し
て
は
、
一
二
四
一
年
の
夏
は
非
常
に
乾
燥
し
て
い
た

も
の
の
、
翌
四
二
年
に
は
多
雨
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

厳
冬
多
湿
が
も
た
ら
す
も
の
は
雪
で
あ
っ
た
。
多
雪
―
―
も
し
く
は

洪
水
―
―
は
草
原
の
牧
草
の
発
育
を
遅
ら
せ
、
こ
の
地
に
大
量
の
騎

馬
軍
が
留
ま
り
続
け
る
こ
と
を
困
難
に
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る）
11
（

。
　
事
例
研
究
の
二
番
目
が
フ
レ
グ
に
よ
る
中
東
侵
攻
（
一
二
五
四
―

六
〇
年
）
で
あ
る
。
一
二
五
四
年
に
モ
ン
ゴ
ル
高
原
を
発
っ
た
フ
レ

グ
軍
は
、
一
二
五
六
年
に
は
イ
ラ
ン
山
麓
に
籠
る
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル

派
を
攻
撃
し
、
一
二
五
八
年
に
バ
グ
ダ
ー
ド
を
攻
略
、
ア
ッ
バ
ー
ス

朝
（
七
五
〇
―
一
二
五
八
年
）
を
滅
亡
さ
せ
る
。
そ
の
後
も
西
進
を

続
け
た
モ
ン
ゴ
ル
は
一
二
六
〇
年
一
月
に
は
シ
リ
ア
に
入
る
も
、
同

年
九
月
三
日
の
ア
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ル
ー
ト
の
戦
い
で
マ
ム
ル
ー
ク

朝
軍
に
大
敗
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ル
ー
ト
に

お
い
て
モ
ン
ゴ
ル
側
の
将
軍
キ
ト
ブ
ガ
の
軍
勢
は
一
万
二
〇
〇
〇

人
ほ
ど
、
対
す
る
ク
ト
ゥ
ズ
の
マ
ム
ル
ー
ク
朝
軍
は
同
数
か
ら

一
万
五
〇
〇
〇
人
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
者

は
フ
ラ
ン
ク
軍
か
ら
兵
站
補
給
を
受
け
て
も
い
た
。
こ
こ
に
お
い
て

デ
ィ
・
コ
ス
モ
ら
が
考
慮
す
る
環
境
因
子
は
中
東
か
ら
は
る
か
東
方

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
サ
マ
ラ
ス
山
の
一
二
五
七
年
に
お
け
る
大
噴
火

で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
千
年
紀
最
大
の
噴
火
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
影
響
に
よ
り
一
二
五
八
年
か
ら
五
九
年
に
か
け
て
は
全

球
的
に
低
温
多
雨
の
傾
向
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
特
に
モ

ン
ゴ
ル
軍
が
展
開
し
て
い
た
イ
ラ
ク
・
シ
リ
ア
地
域
に
お
い
て
は
、

低
温
な
が
ら
雨
季
が
長
引
き
、
お
そ
ら
く
元
来
は
極
度
に
乾
燥
し
て
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い
た
シ
リ
ア
の
草
原
の
生
産
性
を
も
向
上
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
は
い
つ
も
以
上
に
大
量
の
騎
馬
軍
を
こ
の
地
に
展
開
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
初
期
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
シ
リ
ア
へ
の
大
軍

で
の
侵
攻
は
、
こ
う
し
た
環
境
の
好
転
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
フ
レ
グ
が
一
二
六
〇
年
の
敗
戦
直
後
に
フ
ラ
ン
ス
王
ル
イ
九
世

に
宛
て
た
と
さ
れ
る
書
簡
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
が
シ
リ
ア
の
糧
食
を

使
い
尽
く
し
た
ゆ
え
に
大
ア
ル
メ
ニ
ア
に
撤
退
し
た
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
。
一
万
二
〇
〇
〇
人
の
軍
隊
に
は
そ
の
数
倍
の
馬
が
伴
っ
て

い
た
。
戦
闘
の
勝
敗
以
前
に
シ
リ
ア
は
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
の
人
馬

を
長
期
に
わ
た
っ
て
養
う
こ
と
の
で
き
る
地
域
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る）
11
（

。

　
こ
の
よ
う
に
モ
ン
ゴ
ル
の
征
服
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
生
態
環
境
お
よ

び
そ
の
変
化
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
。
デ
ィ
・
コ
ス
モ
ら
の
環
境

史
研
究
は
現
在
の
と
こ
ろ
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
興
亡
の
特
に
〈
興
〉
の

フ
ェ
ー
ズ
を
扱
う
も
の
で
、〈
亡
〉
の
フ
ェ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
今
後

の
研
究
に
俟
つ
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、こ
れ
ま
で
の
研
究
の
数
々
も
、

〈
一
四
世
紀
の
危
機
〉
を
ユ
ー
ラ
シ
ア
か
ら
考
え
る
上
で
貴
重
な
示

唆
を
多
く
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

第
三
節
　
黒
死
病
研
究
の
〈
い
ま
〉

　
こ
の
節
で
は
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
「
大
遷
移
」
の
時
代
区
分
の
第
二

段
階
に
お
い
て
中
枢
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
を
構
成
し
た
黒
死
病
を
扱

い
た
い
。
ペ
ス
ト
／
黒
死
病
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
的
文
脈
を
考
え
る
に
あ

た
っ
て
非
常
に
重
要
な
研
究
が
、
崔
玉
軍
ら
の
研
究
チ
ー
ム
に
よ
る

古
遺
伝
学
研
究
で
あ
る
。
細
菌
エ
ル
シ
ニ
ア
・
ペ
ス
テ
ィ
ス
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
疫
病
で
あ
る
ペ
ス
ト
は
、
二
〇
世
紀
ま
で
人
類

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
ま
た
現
在
も
獣
間
風
土
病
と
し
て
各

地
に
存
在
し
て
い
る
。
一
八
九
四
年
に
第
三
次
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

病
因
と
し
て
エ
ル
シ
ニ
ア
・
ペ
ス
テ
ィ
ス
を
発
見
し
た
微
生
物
学

者
た
ち
は
、
一
三
四
七
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
到
来
し
た
黒
死
病
も
、

五
四
一
年
に
始
ま
る
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
も
同
種

の
細
菌
に
よ
る
も
の
だ
と
し
た
。
こ
れ
に
は
疑
義
が
呈
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
近
年
黒
死
病
患
者
の
古
人
骨
か
ら
こ
の
ペ
ス
ト
菌
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
や
抗
原
が
検
出
さ
れ
る
に
至
り
、
第
二
次
お
よ
び
第
三
次
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
が
ペ
ス
ト
菌
で
も
っ
て
接
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
崔
ら
は
ペ
ス
ト
菌
に
対
す
る
生
物
系
統
地
理
学
的
分
析
の
結
果

は
、
ペ
ス
ト
菌
が
繰
り
返
し
中
国
よ
り
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
伝

え
て
い
る
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
ペ
ス
ト
菌
が
黒
死
病

の
時
代
あ
る
い
は
そ
の
後
に
世
界
的
に
拡
散
し
た
の
か
、
ユ
ス
テ
ィ

ニ
ア
ヌ
ス
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
ペ
ス
ト
菌
が
引
き
起
こ
し
た
も
の
で

あ
っ
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
課
題
が
残
る
現
状
で
あ
る
こ
と
も
指
摘

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
崔
ら
の
研
究
チ
ー
ム
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は
中
国
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
か
ら
採
ら
れ
た
一
〇
〇
以
上
の
ペ
ス
ト
菌

ゲ
ノ
ム
の
塩
基
配
列
を
分
析
し
た
結
果
と
し
て
、
中
世
に
お
け
る
ペ

ス
ト
の
拡
大
が
ペ
ス
ト
菌
の
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
と
軌
を
一
に
す
る
こ

と
を
示
し
た
。
こ
の
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
と
は
、
ペ
ス
ト
菌
の
系
統
が

多
分
岐
を
見
せ
た
期
間
を
意
味
す
る
。
そ
の
変
異
の
ペ
ー
ス
は
非
常

に
不
規
則
な
も
の
で
、
お
そ
ら
く
は
そ
れ
が
ペ
ス
ト
菌
の
風
土
病
か

ら
伝
染
病
へ
の
フ
ェ
ー
ズ
の
交
替
を
反
映
し
て
い
る
崔
ら
は
論
じ
る

の
で
あ
る
。

　【
図
二
Ａ
】
で
言
う
と
こ
ろ
のN

07
が
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
に
あ
た

る
。
そ
こ
か
ら
ペ
ス
ト
菌
の
系
統
は
大
き
く
四
つ
に
分
岐
し
て
い
っ

た
。
黒
死
病
の
配
列
が
現
れ
る
の
は
、
こ
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
か
ら
さ
ほ

ど
時
を
置
か
ず
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
崔
ら
の
チ
ー
ム
は
こ
れ

以
前
か
ら
ペ
ス
ト
菌
の
中
国
か
ら
の
西
漸
仮
説
を
主
張
し
て
き
た

が
、
今
回
の
分
析
結
果
は
そ
の
仮
説
を
補
強
す
る
も
の
だ
と
し
て
い

る
。0.P

E
7

の
よ
う
な
非
常
に
初
期
の
系
統
の
も
の
は
た
だ
中
国
の

み
か
ら
採
ら
れ
、0.PE2

や0.PE4B

と
い
っ
た
旧
ソ
連
領
か
ら

採
ら
れ
た
系
統
は
よ
り
近
年
の
も
の
な
の
だ
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の

0.P
E
7

の
系
統
は
中
国
の
な
か
で
も
チ
ベ
ッ
ト
高
原
北
東
部
に
あ
た

る
青
海
地
方
の
み
で
採
ら
れ
て
お
り
、
注
目
す
べ
き
こ
と
と
し
て
中

国
の
西
部
お
よ
び
南
部
の
系
統
は
い
ず
れ
も
、
い
わ
ゆ
る
「
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
」
や
茶
馬
交
易
の
道
で
青
海
地
方
に
つ
な
が
る
地
方
か
ら
の

も
の
な
の
で
あ
る
【
図
二
Ｂ
】。
こ
の
結
果
は
お
そ
ら
く
青
海
地
方

を
起
源
と
す
る
ペ
ス
ト
菌
が
、
交
易
路
を
伝
っ
て
広
が
っ
て
い
た
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
と
崔
ら
は
結
論
づ
け
て
い
る
。

【
図
二
　
Ａ
ペ
ス
ト
菌
の
系
統
樹
、
Ｂ
ペ
ス
ト
菌
諸
系
統
の
地
理
分
布）
11
（

】
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さ
ら
に
そ
の
拡
散
の
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
、
崔
ら
の
チ
ー
ム
は
第

三
次
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
ケ
ー
ス
を
参
考
に
、
そ
の
世
界
的
拡
大
が

一
八
九
四
年
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
病
因
と
な
っ
た1.O

RI

の
生

成
が
一
九
世
紀
初
頭
で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
か
ら
第

二
次
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
顕
在
化
ま
で
の
期
間
を
だ
い
た
い
八
〇
年
と

見
積
も
る
。
そ
の
計
算
に
基
づ
い
て
、「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
の
時
期
が

一
二
六
八
年
頃
（
一
一
四
二
―
一
三
三
九
年
ま
で
の
幅
あ
り
）
だ
と

結
論
づ
け
ら
れ
た）
11
（

。

　
件
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
、
ペ
ス
ト
の
第
二
次
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
震
源

地
を
チ
ベ
ッ
ト
高
原
北
東
部
の
青
海
地
方
だ
と
見
る
崔
ら
の
研
究
に

拠
り
、
そ
の
成
果
を
こ
れ
ら
の
地
域
の
古
気
候
デ
ー
タ
と
対
照
さ
せ

た
う
え
で
、
青
海
地
方
が
長
い
乾
燥
期
を
経
て
一
二
一
一
年
か
ら

一
二
五
三
年
に
か
け
て
湿
潤
期
に
転
じ
、
こ
の
間
に
ペ
ス
ト
菌
が
多

く
の
宿
主
と
媒
介
と
を
得
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
後
の
一
二
五
五
年
以

降
の
旱
魃
が
ペ
ス
ト
菌
を
危
機
に
晒
し
、
あ
ら
た
な
宿
主
へ
と
菌
を

向
か
わ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る）
11
（

。

　
し
か
し
、
黒
死
病
研
究
者
の
モ
ニ
カ
・
グ
リ
ー
ン
は
近
年
、「
ペ

ス
ト
の
道
」
に
関
し
て
新
た
な
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
近
刊
論

文
の
な
か
で
グ
リ
ー
ン
は
、
黒
死
病
研
究
の
現
状
が
理
系
分
野
の

進
化
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。
こ
れ
ま

で
も
っ
ぱ
ら
文
献
資
料
に
頼
っ
て
い
た
研
究
状
況
は
、
古
遺
伝
学

（paleogenetics

）
や
系
統
学
（phylogenetics

）
の
進
展
に
よ

っ
て
劇
的
に
改
善
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
の
黒
死
病
を

め
ぐ
る
議
論
に
お
け
る
大
き
な
主
張
の
一
つ
は
、
ペ
ス
ト
の
第
二
次
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パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
東
の
文
献
資
料
が
恐
怖
と

と
も
に
伝
え
る
一
四
世
紀
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
三
世
紀
―
―
あ
る

い
は
一
二
世
紀
中
―
―
か
ら
起
こ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
主
張
を
支
え
る
の
が
、
古
遺
伝
学
の
成
果
に
よ
る
ペ
ス
ト
菌
の

古
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
グ
リ
ー
ン
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
崔
ら
が
一
二
六
八
年
と
し
な
が

ら
も
一
一
四
三
年
か
ら
一
三
三
九
年
ま
で
の
幅
を
見
た
ペ
ス
ト
生
態

学
上
の
「
ビ
ッ
ク
バ
ン
」
の
時
期
を
、
天
山
山
脈
に
お
い
て
お
そ
ら

く
モ
ン
ゴ
ル
が
カ
ラ
・
キ
タ
イ
／
西
遼
（
一
一
三
二
―
一
二
一
八
年
）

を
征
服
し
た
一
二
一
八
年
頃
ま
で
に
生
じ
て
い
た
と
し
て
い
る
。
グ

リ
ー
ン
は
、
崔
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
、
中
国
か
ら

採
ら
れ
た
サ
ン
プ
ル
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
て
結
論
の
幅
を
狭
め
て
い
る

と
指
摘
し
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
の
解
釈
に
拠
れ
ば
、
古
遺
伝
学
の
成

果
は
、
一
四
世
紀
よ
り
も
早
く
、
お
そ
ら
く
は
一
三
世
紀
以
前
に
ペ

ス
ト
菌
の
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
が
起
こ
り
、
そ
の
系
統
が
四
つ
に
分
岐

し
て
い
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
は
、
第
二
次
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
は
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
一
系
統
に
よ
る
東
か

ら
西
へ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
は
な
く
、
異
な
る
系
統
に
よ
る
多
発
的

な
も
の
で
あ
っ
た
と
主
張
し
、
さ
ら
に
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
の
発
生
地

に
関
し
て
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
天
山
山
脈
、
具
体
的
に
は
現
在
の
中

国
と
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
と
の
国
境
地
域
に
あ
っ
た
と
推
定
し
た
。
そ

し
て
そ
の
第
一
系
統
が
最
も
よ
く
知
ら
れ
る
「
黒
死
病
」
で
あ
り
、

こ
の
系
統
の
ペ
ス
ト
菌
は
そ
こ
か
ら
西
へ
向
か
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

中
東
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
。
第
二
系
統
に
つ
い
て
は
今
後
の

研
究
に
俟
つ
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
の
、
第
三
お
よ
び
第
四
系
統
は

逆
に
そ
こ
か
ら
北
あ
る
い
は
東
へ
向
か
っ
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

【
図
三
】。

　
グ
リ
ー
ン
は
、
こ
の
一
三
世
紀
の
ペ
ス
ト
拡
大
と
モ
ン
ゴ
ル
の
大

征
服
と
の
間
に
あ
る
並
行
性
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
の
鍵
の
一
つ
は

ペ
ス
ト
菌
を
媒
介
し
た
で
あ
ろ
う
マ
ー
モ
ッ
ト
で
あ
る
。
大
元
ウ
ル

ス
期
に
著
さ
れ
た
『
飲
膳
正
要
』（
一
三
三
〇
年
編
）
は
、
マ
ー
モ

ッ
ト
を
食
用
の
肉
だ
け
で
な
く
衣
料
用
の
毛
皮
の
た
め
に
も
有
用
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
は
、
モ
ン
ゴ
ル
に
よ
っ
て
一
二
一
八

年
か
ら
三
二
年
ま
で
複
数
回
行
わ
れ
た
北
宋
の
都
開
封
の
包
囲
戦
に

お
け
る
医
師
李
杲
（
一
一
八
〇
―
一
二
五
一
年
）
の
記
述
を
取
り
上

げ
る
。
彼
は
包
囲
戦
の
さ
な
か
に
蔓
延
し
た
疫
病
の
致
死
率
が
相
当

な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
症
状
が
今
ま
で
に
診
た
こ
と

の
な
い
「
内
的
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
」
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝

え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
す
で
に
モ
ン
ゴ
ル
は
天
山
山
麓
を

統
治
下
に
置
い
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
軍
隊
と
と
も
に
ペ
ス
ト
を
も
運

ん
だ
と
グ
リ
ー
ン
は
見
て
い
る
。
天
山
山
脈
と
モ
ン
ゴ
ル
高
原
を
繋

い
だ
の
は
モ
ン
ゴ
ル
以
前
の
カ
ラ
・
キ
タ
イ
で
あ
っ
た
可
能
性
に
も

グ
リ
ー
ン
は
言
及
し
て
い
る
。
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【
図
三
　
ペ
ス
ト
の
世
紀
ご
と
の
拡
が
り）
11
（

】

　
こ
の
「
四
つ
の
黒
死
病
」
を
見
極
め
る
こ
と
が
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の

政
治
史
に
新
た
な
光
を
当
て
る
こ
と
に
な
る
と
グ
リ
ー
ン
は
主
張
し

て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
も
グ
リ
ー
ン
は
、
一
二
七
〇
―
八
〇
年
代
に

お
け
る
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ウ
ル
ス
の
混
乱
や
一
三
三
〇
年
代
に
お
け
る

フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
の
崩
壊
、
一
三
四
〇
年
代
に
お
け
る
チ
ャ
ガ
タ
イ
・

ウ
ル
ス
の
東
西
分
裂
な
ど
も
ペ
ス
ト
の
影
響
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
と
も
大
胆
に
指
摘
し
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
家
の
デ
ィ
ヴ
ィ

ッ
ド
・
モ
ー
ガ
ン
は
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
の
滅
亡
が
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・

ギ
ボ
ン
（
一
七
三
七
―
九
四
年
）
が
そ
の
主
著
『
ロ
ー
マ
帝
国
衰
亡

史
』
で
ロ
ー
マ
帝
国
に
つ
い
て
提
示
し
た
法
則
を
否
定
す
る
「
兆
候

の
な
い
滅
亡
」
だ
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
に
触
れ
る
グ
リ
ー
ン

は
、
一
三
三
〇
年
代
の
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
崩
壊
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
、

カ
フ
カ
ー
ス
に
お
け
る
ペ
ス
ト
の
再
来
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
ジ
ョ
チ
・
ウ
ル
ス
が
無
政
府
状
態
に
陥
る

一
三
五
九
年
に
ヴ
ォ
ル
ガ
地
域
に
ペ
ス
ト
の
第
二
波
が
訪
れ
て
い
る

こ
と
も
付
け
加
え
ら
れ
る
。
ペ
ス
ト
で
も
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
滅

亡
を
語
る
、
そ
の
鍵
は
グ
リ
ー
ン
に
拠
れ
ば
軍
隊
に
よ
る
穀
物
輸
送

と
包
囲
戦
に
あ
る
。
こ
れ
ら
が
ペ
ス
ト
拡
散
の
契
機
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
議
論
で
あ
る
。
今
後
は
、
こ
の
「
攻
城
戦
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
と

で
も
い
う
べ
き
構
想
を
、
文
献
資
料
か
ら
再
検
討
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
歴
史
学
の
果
た
す
べ
き
役
割
は

い
ぜ
ん
と
し
て
大
き
い）
11
（

。
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第
四
節
　〈
一
四
世
紀
の
危
機
〉
の
一
三
世
紀
的
文
脈

　
次
に
〈
一
四
世
紀
の
危
機
〉
の
一
三
世
紀
的
文
脈
と
で
も
表
現
す

べ
き
も
の
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
グ
リ
ー

ン
は
、
西
洋
史
の
文
脈
で
は
「
一
四
世
紀
の
危
機
」
の
中
枢
に
あ
っ

た
黒
死
病
は
す
で
に
一
三
世
紀
―
―
早
け
れ
ば
一
二
世
紀
―
―
に
は

活
性
化
し
、
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
た
。

　
そ
の
他
、
中
国
史
の
文
脈
で
も
、
明
代
史
家
の
テ
ィ
モ
シ
ー
・
ブ

ル
ッ
ク
は
、
元
明
期
（
一
二
六
〇
―
一
六
四
四
年
）
に
関
し
て
、
元

の
興
隆
期
が
「
中
世
温
暖
期
」
と
「
小
氷
期
」
と
の
転
換
期
に
、
明

の
滅
亡
期
が
「
小
氷
期
」
の
な
か
で
も
特
に
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た
と

さ
れ
る
太
陽
活
動
の
減
退
期
「
マ
ウ
ン
ダ
ー
極
小
期
」( M

aunder 
M

inim
um
)

（
一
六
四
五
―
七
五
年
）
に
と
、
い
ず
れ
の
王
朝
交

替
期
も
、
気
候
の
一
大
転
換
期
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、

こ
れ
を
偶
然
の
産
物
で
は
な
い
と
捉
え
た
。
彼
は
、
王
朝
正
史
で

言
え
ば
「
五
行
」、地
方
史
で
言
え
ば
「
祥
異
／
災
祥
」
と
い
っ
た
天
・

地
・
人
の
変
異
を
記
す
部
分
か
ら
寒
暖
や
旱
魃
・
大
雨
、
飢
饉
な

ど
の
時
期
を
見
て
取
り
、
元
明
期
に
お
い
て
特
に
生
態
環
境
の
厳

し
か
っ
た
時
期
と
し
て
以
下
の
九
つ
の
「
泥
沼
」（sloughs

）
を

析
出
し
た
。
一
．
至
元
の
泥
沼
（
一
二
六
八
―
七
二
年
）、
二
．
泰

定
の
泥
沼
（
一
三
二
四
―
三
〇
年
）、
三
．
至
正
の
泥
沼
（
一
三
四
三

―
四
六
年
）、
四
．
永
樂
の
泥
沼
（
一
四
〇
三
―
〇
六
年
）、
五
．
景

泰
の
泥
沼
（
一
四
五
〇
―
五
五
年
）、
六
．
嘉
靖
の
泥
沼
（
一
五
四
四

―
四
五
年
）、七
．
萬
曆
の
第
一
次
泥
沼
（
一
五
八
六
―
八
九
年
）、八
．

萬
曆
の
第
二
次
泥
沼
（
一
六
一
五
―
一
九
年
）、
九
．
崇
禎
の
泥
沼

（
一
六
三
七
―
四
三
年
）。

　
ブ
ル
ッ
ク
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
泥
沼
」
と
政
治
危
機
と
が
一
致
し

て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
彼
は
さ
ら
に
東
西
比
較
と
し
て
、
環

境
史
の
先
駆
者
の
一
人
で
あ
る
中
世
史
家
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ル
・
ロ

ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
が
そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
環
境
史
の
分
析
の
な
か
で
、

大
雨
が
も
っ
と
も
厄
災
を
も
た
ら
し
、
乾
燥
は
む
し
ろ
ま
し
だ
っ
た

と
す
る
の
に
対
し
、
中
国
史
の
こ
の
時
代
に
関
し
て
は
低
温
と
旱
魃

が
破
滅
に
つ
な
が
っ
て
い
た
と
―
―
灌
漑
シ
ス
テ
ム
の
お
か
げ
で
旱

魃
は
ま
だ
ま
し
だ
っ
た
と
し
て
は
い
る
が
―
―
述
べ
て
も
い
る）
11
（

。

　
最
初
の
三
つ
の
泥
沼
が
元
朝
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
あ
た
る
わ
け
で
あ

る
が
、
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
と
し
て
、
至
元
の
泥
沼
（
一
二
六
八
―

七
二
年
）
は
ほ
ぼ
元
代
の
最
初
期
に
あ
た
る
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
モ

ン
ゴ
ル
の
中
国
統
治
は
そ
の
最
初
期
か
ら
深
刻
な
環
境
危
機
と
対
峙

す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ブ
ル
ッ
ク
は
前
稿
で
さ
ら
に
、

文
献
資
料
に
お
け
る
気
候
変
動
に
関
す
る
記
述
の
特
徴
と
し
て
、
そ

れ
は
あ
く
ま
で
「
そ
の
時
代
の
人
に
と
っ
て
の
普
通
／
異
常
」
が
記

さ
れ
て
い
る
と
い
う
大
前
提
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
注
意
を
促
し

て
い
た
。
例
え
ば
明
末
の
社
会
状
況
に
つ
い
て
貴
重
な
記
録
を
残
す

曾
羽
王
（
一
六
一
〇
頃
―
七
五
年
頃
）
は
「
崇
禎
の
泥
沼
」
を
は
じ
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め
と
す
る
そ
の
時
代
の
寒
冷
化
に
つ
い
て
記
す
こ
と
は
な
い
。
ブ
ル

ッ
ク
は
そ
れ
を
、
彼
の
生
き
た
時
代
全
体
が
寒
冷
期
で
あ
り
、
彼
が

そ
れ
を
「
異
常
」
と
は
感
じ
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
だ
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
意
味
で
は
、
よ
り
寒
冷
化
が
進
ん
だ
「
大
遷
移
」
第
二
段

階
に
あ
た
る
一
四
世
紀
の
中
葉
以
上
に
、
そ
の
第
一
段
階
の
始
め
、

一
三
世
紀
後
半
に
あ
た
る
温
暖
期
か
ら
の
寒
冷
化
の
時
代
の
ほ
う

が
、
と
も
す
れ
ば
人
間
社
会
へ
の
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
こ
の
文
脈
で
は
、
宇
野
伸
浩
に
よ
る
「
秋
耕
」
に
注
目
し
た

先
駆
的
な
研
究
に
も
言
及
で
き
る
。「
秋
耕
」
と
は
、
収
穫
が
終
わ

っ
た
後
の
農
地
に
鍬
を
入
れ
て
表
土
を
反
転
さ
せ
、
蝗
害
の
原
因
と

な
る
昆
虫
の
卵
を
駆
除
す
る
も
の
で
、
地
中
の
水
分
を
春
ま
で
保
持

す
る
効
果
も
あ
る
と
さ
れ
る
農
耕
技
術
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
大
元
ウ

ル
ス
期
の
史
料
に
よ
れ
ば
、ク
ビ
ラ
イ
（
治
世
一
二
六
〇
―
九
四
年
）

は
中
央
政
府
の
直
轄
地
に
お
い
て
一
二
九
一
年
に
秋
耕
の
禁
を
緩
め

さ
せ
て
い
る
。〈
秋
耕
の
禁
を
緩
め
る
〉
と
は
具
体
的
に
何
を
意
味

す
る
の
か
、
そ
れ
を
宇
野
は
カ
イ
シ
ャ
ン
（
治
世
一
三
〇
七
―
一
一

年
）
と
ア
ユ
ル
バ
ル
ワ
ダ
（
治
世
一
三
一
一
―
二
〇
年
）
の
時
代
に

出
さ
れ
た
聖
旨
か
ら
読
み
解
い
て
い
く
。
一
四
世
紀
初
頭
に
発
行
さ

れ
た
聖
旨
か
ら
は
、
大
都
路
を
含
む
五
路
に
お
い
て
は
農
地
の
半
分

の
み
秋
耕
を
許
し
、
以
南
の
華
北
平
原
に
お
い
て
は
全
面
的
に
秋
耕

を
推
進
す
る
方
針
が
見
え
る
。

　
こ
れ
を
読
み
解
く
た
め
の
事
実
と
し
て
、
実
は
秋
耕
は
遊
牧
と
は

相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
大
元
ウ
ル
ス
期
に
お
い
て
も
、
遊
牧

集
団
の
多
く
は
夏
を
モ
ン
ゴ
ル
高
原
で
過
ご
し
、
冬
を
華
北
平
原
で

越
す
季
節
移
動
を
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宇
野
は
現
在
も
ア

ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
「
刈
り
跡
放
牧
」
と
呼
ば

れ
る
慣
習
に
着
目
し
、
お
そ
ら
く
大
元
ウ
ル
ス
期
に
も
こ
れ
が
為
さ

れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
こ
れ
は
、
収
穫
後
の
農
地
に
家

畜
を
放
牧
す
る
も
の
で
、
栄
養
価
の
高
い
落
穂
を
餌
に
で
き
る
極
め

て
〈
能
率
的
な
〉
放
牧
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
秋
耕
し
て
土

を
裏
返
し
て
し
ま
う
と
、
こ
う
し
た
落
穂
が
地
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
う

可
能
性
が
高
く
な
る
。
こ
れ
が
、
秋
耕
が
遊
牧
の
妨
げ
と
な
る
理
由
で

あ
り
、
遊
牧
地
と
も
な
っ
て
い
た
華
北
平
原
の
北
部
に
お
い
て
は
半

分
の
み
秋
耕
を
許
し
た
理
由
で
も
あ
る
と
宇
野
は
結
論
づ
け
て
い
る
。

　
カ
イ
シ
ャ
ン
が
勧
農
政
策
に
力
を
入
れ
蝗
害
対
策
の
聖
旨
が
発
令

さ
れ
た
一
三
一
〇
年
の
前
年
は
、
華
北
で
蝗
害
が
繰
り
返
し
発
生
し

た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
遊
牧
を
生
業
と
す
る
モ
ン
ゴ
ル
が
支
配
者
層

を
形
成
し
て
い
た
大
元
ウ
ル
ス
と
い
え
ど
も
、
災
害
や
飢
饉
が
発
生

し
て
い
た
時
期
に
お
い
て
は
、
農
耕
優
先
の
政
策
を
取
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
こ
と
を
こ
れ
ら
の
事
実
は
示
し
て
い
る）
1（
（

。

　
さ
ら
に
宇
野
の
議
論
を
「〈
一
四
世
紀
の
危
機
〉
の
一
三
世
紀
的

文
脈
」
と
い
う
文
脈
に
沿
っ
て
敷
衍
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
環
境
危
機

に
際
し
て
の
大
元
ウ
ル
ス
政
府
の
施
策
は
、
一
三
世
紀
終
盤
、
ク
ビ

ラ
イ
の
時
代
に
遡
る
。
一
三
世
紀
に
お
け
る
寒
冷
化
と
い
う
と
こ
ろ
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で
は
さ
ら
に
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
北
方
交
易
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る

中
村
和
之
が
、
北
東
ア
ジ
ア
の
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
に
関
し
て
、
お

そ
ら
く
は
一
二
六
四
年
か
ら
八
六
年
頃
の
も
の
と
し
て
、
ア
ム
ー
ル

川
が
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
凍
り
始
め
る
と
し
て
い
る
記
述
を
紹

介
し
て
い
る
。
中
村
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
二
〇
世
紀
の

記
述
（
一
一
月
中
旬
か
ら
）
と
比
べ
て
も
か
な
り
早
い）
11
（

。
ひ
と
え
に

東
ア
ジ
ア
と
い
っ
て
も
そ
の
地
域
は
広
大
で
あ
り
、
今
後
は
ま
さ
に

こ
の
種
の
様
々
な
事
例
を
集
め
つ
つ
、
大
陸
規
模
の
大
気
循
環
に

個
々
の
地
域
の
地
形
等
々
を
考
慮
し
な
が
ら
、
地
域
偏
差
に
即
し
た

議
論
を
し
て
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
先
の
ブ
ル
ッ
ク
の
議
論

に
対
し
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
洪
水
や
旱
魃
、
蝗
害
や
雪
害

な
ど
、
個
々
に
原
因
の
異
な
る
災
害
は
種
類
ご
と
に
分
け
て
考
え
ら

れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
う
え
で
、
地
域
ご
と
時
代
ご
と
の
議
論
が

必
要
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
中
国
史
で
も
こ
う
し
た
点
を
考
慮
し
た
環

境
史
研
究
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
の
一
端

は
本
特
集
の
西
村
陽
子
に
よ
る
書
評
に
も
表
れ
て
い
る）
11
（

。

第
五
節
　〈
一
四
世
紀
の
危
機
〉
研
究
の
こ
れ
か
ら

　
こ
こ
ま
で
、〈
一
四
世
紀
の
危
機
〉
を
ユ
ー
ラ
シ
ア
か
ら
考
え
る

た
め
の
諸
研
究
に
つ
い
て
言
及
し
て
き
た
が
、
そ
こ
に
は
明
確
に
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
が
存
在
す
る
。
西
ア
ジ
ア
で
あ
る
。
本
書
評
特
集

で
長
瀬
篤
音
が
取
り
上
げ
て
い
る
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ブ
レ
ッ
ト
の
よ
う

に
い
く
つ
か
の
先
駆
的
な
事
例
は
存
在
す
る
も
の
の
、
検
証
・
再
検

証
の
た
め
の
古
気
候
デ
ー
タ
そ
の
も
の
が
不
足
し
て
い
る
現
状
は
否

め
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
も
近
年
徐
々
に
で
は
あ
る
が
改

善
傾
向
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
例
と
し
て
中
央
ア
ジ
ア
西
部

の
古
気
候
再
現
を
可
能
に
す
る
パ
ミ
ー
ル
・
ア
ラ
イ
山
脈
系
の
研
究

を
紹
介
し
た
い
。

　
パ
ミ
ー
ル
高
原
や
パ
ミ
ー
ル
・
ア
ラ
イ
山
脈
、
天
山
山
脈
、
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
ク
シ
ュ
山
脈
と
い
っ
た
半
乾
燥
の
山
塊
を
有
し
、
そ
れ
ら
が

西
は
カ
ラ
ク
ム
砂
漠
と
キ
ジ
ル
ク
ム
砂
漠
と
に
、
東
は
タ
ク
ラ
マ
カ

ン
砂
漠
と
に
囲
ま
れ
る
中
央
ア
ジ
ア
は
典
型
的
な
大
陸
性
気
候
を
有

し
な
が
ら
、
そ
の
広
大
さ
と
水
域
か
ら
の
距
離
と
で
、
環
境
差
の
大

き
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
気
候
変
動
の
影
響
を
受
け

や
す
く
、
そ
れ
が
人
類
史
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た）
11
（

。
中

央
ア
ジ
ア
に
関
し
て
は
、
特
に
チ
ベ
ッ
ト
高
原
や
天
山
山
脈
、
ア
ラ

ル
海
盆
地
に
関
し
て
は
古
気
候
学
研
究
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
パ

ミ
ー
ル
地
方
に
関
し
て
は
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
現
状
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
紹
介
す
る
マ
グ
ダ
レ
ー
ナ
・
オ
パ
ラ
・
オ
ウ
チ
ャ
レ
ク
ら
の

研
究
は
近
年
精
度
を
高
め
る
年
輪
年
代
学
的
手
法
を
用
い
て
こ
の
間

隙
を
埋
め
、
過
去
数
一
〇
〇
年
か
ら
一
〇
〇
〇
年
の
ス
パ
ン
で
一
年

単
位
の
気
候
復
元
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
パ
ミ
ー
ル
・
ア
ラ
イ
山
脈
系
は
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
北
部
と
ウ
ズ
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ベ
キ
ス
タ
ン
東
部
、
部
分
的
に
は
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
西
部
を
も
含

み
、
北
部
に
は
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
山
脈
、
中
部
に
は
ザ
ラ
フ
シ
ャ

ン
山
脈
、
南
部
に
は
ギ
ッ
サ
ー
ル
山
脈
を
そ
れ
ぞ
れ
有
し
て
、
東
西

は
四
五
〇
キ
ロ
以
上
（
東
経
六
七
度
二
分
―
七
一
度
四
五
分
六
秒
）、

南
北
に
は
お
よ
そ
一
二
〇
キ
ロ
ほ
ど
（
北
緯
三
八
度
三
四
分
八
秒
―

三
九
度
三
七
分
八
秒
）
の
範
囲
に
広
が
る
エ
リ
ア
で
あ
る
。
こ
の
地

に
降
っ
た
雨
水
は
、
ア
ム
川
、
シ
ル
川
の
支
流
や
ザ
ラ
フ
シ
ャ
ン
川

へ
と
吸
収
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
地
の
気
候
は
基
本
的
に
は
偏
西
風
の

影
響
下
に
あ
る
が
、そ
の
影
響
の
程
度
は
地
形
や
高
度
に
寄
っ
て
様
々

と
な
っ
て
い
る
。
ド
ゥ
シ
ャ
ン
ベ
（
標
高
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
や
サ

マ
ル
カ
ン
ド
（
標
高
七
二
四
メ
ー
ト
ル
）
と
い
っ
た
最
も
低
地
の
エ

リ
ア
は
地
中
海
性
気
候
を
有
し
、
夏
は
非
常
に
暑
く
乾
燥
し
て
い
る
。

ペ
ン
ジ
ケ
ン
ト
（
標
高
一
〇
一
六
メ
ー
ト
ル
）
の
よ
う
な
渓
谷
や
高

地
は
半
乾
燥
の
寒
冷
地
と
な
っ
て
お
り
、
年
間
降
水
量
は
四
〇
〇
ミ

リ
以
下
で
六
月
か
ら
九
月
の
四
か
月
は
極
め
て
乾
燥
し
て
い
る
。
よ

り
低
地
に
お
い
て
は
寒
冷
な
が
ら
湿
潤
な
春
と
乾
燥
し
た
夏
が
あ
る
。

　
こ
の
論
文
の
年
輪
年
代
学
か
ら
の
古
気
候
再
現
に
拠
れ
ば
、
こ
の

地
域
に
関
し
て
は
、
長
期
の
乾
燥
期
と
し
て
一
〇
世
紀
と
、
よ
り

明
確
な
形
で
は
一
三
世
紀
が
見
出
さ
れ
る
。
一
八
世
紀
末
と
一
九

世
紀
初
頭
、
さ
ら
に
は
二
〇
世
紀
前
半
も
乾
燥
フ
ェ
ー
ズ
に
あ
っ

た
。
過
去
一
一
〇
〇
年
間
に
お
い
て
最
も
乾
燥
し
て
い
た
時
期
が
、

一
二
一
一
年
か
ら
四
〇
年
の
時
期
に
あ
た
る
。
そ
の
時
期
の
年
間
降

水
量
の
平
均
は
三
六
六
ミ
リ
、
こ
れ
は
平
均
値
か
ら
は
三
〇
パ
ー
セ

ン
ト
の
減
少
と
な
る
。
第
二
・
第
三
の
乾
燥
期
は
い
ず
れ
も
三
〇
年

周
期
で
あ
り
、
九
六
〇
―
八
九
年
で
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
と
、

九
二
七
―
五
六
年
で
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
反

対
に
湿
潤
傾
向
は
一
一
世
紀
か
ら
一
二
世
紀
に
か
け
て
強
ま
り
、
そ

れ
が
一
三
世
紀
の
乾
燥
期
に
続
い
て
い
く
。
乾
燥
傾
向
は
、
一
四
世

紀
末
ま
で
継
続
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
過
去
一
一
〇
〇
年
間
に
お

い
て
乾
燥
期
と
し
て
は
九
つ
の
時
期
（
八
〇
五
―
三
四
年
、
八
九
〇

―
九
一
九
年
、
九
二
七
―
五
六
年
、
九
六
〇
―
八
九
年
、
一
二
一
一

―
四
〇
年
、
一
五
七
九
―
一
六
〇
八
年
、
一
六
二
四
―
五
三
年
、

一
八
一
〇
―
三
九
年
、
一
九
二
五
―
五
四
年
）
が
、
湿
潤
期
と
し
て

は
八
つ
の
時
期
（
一
〇
九
八
―
一
一
二
七
年
、一
一
五
七
―
八
六
年
、

一
三
〇
一
―
三
〇
年
、
一
三
四
四
―
七
三
年
、
一
六
六
〇
―
八
九

年
、
一
七
〇
七
―
三
六
年
、
一
八
八
三
―
一
九
一
二
年
、
一
九
八
五

―
二
〇
一
五
年
）
が
見
出
さ
れ
る
。

　
最
も
激
し
い
気
候
変
動
の
時
期
と
し
て
は
、
一
二
世
紀
か
ら
一
三

世
紀
へ
の
転
換
期
に
加
え
て
、
一
四
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
、
さ
ら
に

は
一
六
五
〇
年
頃
、
一
八
五
〇
年
頃
、
一
九
九
〇
年
以
降
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
変
動
の
太
陽
活
動
と
の
相
関
も
示

唆
さ
れ
る
。
一
般
的
に
太
陽
活
動
の
弱
化
は
降
水
量
の
増
加
と
相
関

関
係
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
種
の
相
関
関
係
が
ま

ず
は
マ
ウ
ン
ダ
ー
極
小
期
（
一
六
五
〇
以
前
―
一
七
五
〇
年
）
と
、
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よ
り
弱
い
程
度
に
ウ
ォ
ル
フ
極
小
期
（
一
三
〇
〇
以
前
―
一
三
四
〇

年
）、
さ
ら
に
は
オ
ー
ル
ト
極
小
期
（
一
〇
〇
〇
―
一
〇
五
〇
年
頃
）

と
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
復
元
さ
れ
た
気
候
の
な
か

で
も
最
も
興
味
深
い
期
間
と
し
て
、
一
三
九
四
年
か
ら
一
五
七
一
年

に
か
け
て
の
実
に
一
七
七
年
の
長
き
に
わ
た
る
転
換
期
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
時
期
は
シ
ュ
ペ
ー
ラ
ー
極
小
期
（
一
四
二
〇

―
一
五
七
〇
年
）
と
大
枠
で
重
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
地
域
相
関
に
関
し
て
は
、
デ
ー
タ
が
取
ら
れ
た
パ
ミ
ー
ル
高
原
西

部
の
降
水
量
は
、
キ
ジ
ル
ク
ム
砂
漠
の
南
部
の
多
く
の
地
域
（
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
東
部
）
と
カ
ラ
ク
ム
砂
漠
中
央
部
お
よ
び
東
部
（
ト
ル

ク
メ
ニ
ス
タ
ン
東
部
）
さ
ら
に
は
ア
フ
ガ
ン
・
タ
ジ
ク
低
地
（
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
北
部
）
と
パ
ミ
ー
ル
・
ア
ラ
イ
山
脈
先
端
部
（
タ
ジ
キ

ス
タ
ン
）
と
高
い
相
関
関
係
を
見
せ
て
い
る
。

　
オ
パ
ラ
・
オ
ウ
チ
ャ
レ
ク
ら
は
他
地
域
の
古
気
候
デ
ー
タ
と
の
比

較
は
困
難
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
中
央
ア
ジ
ア
の
気
候
一
般
に
も

温
暖
乾
燥
の
「
中
世
温
暖
期
（
八
〇
〇
―
一
〇
〇
〇
年
、
一
二
〇
〇

―
一
三
〇
〇
年
）」
と
寒
冷
湿
潤
の
「
小
氷
期
（
一
五
五
〇
―

一
九
一
〇
年
）」
と
い
う
ト
レ
ン
ド
を
大
ま
か
に
は
見
て
取
る
こ
と

が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
中
央
ア
ジ
ア
の
多
地
域
に
お
い

て
は
継
続
的
に
湿
潤
傾
向
が
見
ら
れ
る
小
氷
期
に
関
し
て
、
こ
の
研

究
が
対
象
と
す
る
パ
ミ
ー
ル
地
方
は
乾
燥
期
と
湿
潤
期
と
が
交
替
で

訪
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
の
で
あ
る）
11
（

【
図
四
】。

　【
図
四
　
中
央
ア
ジ
ア
各
地
の
乾
燥
・
湿
潤
の
分
布）
11
（

】



－  206  －－  207  －

史
苑
（
第
八
二
巻
第
二
号
）

　
こ
う
し
た
新
た
な
古
気
候
デ
ー
タ
か
ら
、
新
た
な
解
釈
が
生
ま
れ

て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
先
の
研
究
で
も
わ
ず
か
に
「
周
期
」
と

い
う
表
現
に
触
れ
た
が
、気
候
変
動
と
人
間
社
会
の
相
関
に
関
し
て
、

こ
の
「
周
期
」
を
特
に
重
視
し
て
い
る
の
が
本
特
集
の
寄
稿
者
の
一

人
で
も
あ
る
中
塚
武
で
あ
る
。
中
塚
は
彼
自
身
が
監
修
し
た
近
刊

の
『
気
候
変
動
か
ら
読
み
な
お
す
日
本
史
』
の
第
一
巻
巻
頭
論
文
に

お
い
て
、
一
〇
〇
〇
年
ス
ケ
ー
ル
で
の
大
き
な
変
動
と
は
別
に
、
樹

木
年
輪
セ
ル
ロ
ー
ス
の
酸
素
同
位
体
比
の
デ
ー
タ
が
整
備
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
全
く
新
し
い
大
き
な
発
見
と
し
て
、
降
水
量
の
数
十
年
周

期
で
の
変
動
の
振
幅
が
時
代
と
と
も
に
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
数
十
年
周
期
の
変

動
振
幅
の
拡
大
時
期
は
紀
元
前
五
―
三
世
紀
、
紀
元
二
世
紀
、
六
世

紀
、
一
〇
世
紀
、
一
四
世
紀
、
一
八
世
紀
な
ど
、
日
本
史
の
な
か
で

明
ら
か
に
大
き
く
社
会
の
状
況
が
変
わ
る
時
代
と
一
致
し
て
い
る
こ

と
を
中
塚
は
強
調
し
て
い
る
。
夏
の
降
水
量
の
数
十
年
周
期
で
の
振

幅
が
拡
大
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
水
害
や
旱
魃
の
被
害
が
一
〇
年
か

ら
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
長
期
化
す
る
一
方
で
、
そ
の
状
態
は
永
続
せ

ず
、
そ
の
後
は
反
対
の
状
況
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
一
年
や
二
年
で
終
わ
る
気
象
災
害
に
伴
う
凶
作
で
あ
れ
ば
穀

物
の
備
蓄
で
乗
り
切
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
逆
に
一
〇
〇
年
や
二
〇
〇

年
に
わ
た
っ
て
続
く
気
象
状
態
で
あ
れ
ば
人
々
が
そ
れ
に
適
応
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
一
〇
年
や
二
〇
年
で

反
転
を
繰
り
返
す
降
水
量
の
多
寡
に
関
し
て
は
、
地
域
の
穀
物
生
産

に
依
存
し
て
い
た
前
近
代
の
人
々
は
対
応
し
き
れ
ず
、
最
終
的
に
社

会
の
転
換
が
促
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ

過
去
二
六
〇
〇
年
間
の
日
本
に
お
け
る
時
代
の
転
換
期
は
中
国
の
そ

れ
と
も
よ
く
一
致
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
樹
木
年
輪
セ
ル
ロ
ー
ス

の
酸
素
同
位
体
比
に
表
さ
れ
た
夏
の
降
水
量
の
さ
ま
ざ
ま
な
周
期
で

の
変
動
パ
タ
ー
ン
は
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
の
理
解
に
も
新
た
に
重
要
な

手
法
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
と
も
な
り
う
る
の
で
あ
る）
11
（

。

　
こ
こ
ま
で
〈
一
四
世
紀
の
危
機
〉
に
つ
い
て
の
書
評
特
集
の
総
括

と
し
て
、〈
一
四
世
紀
の
危
機
〉
を
ユ
ー
ラ
シ
ア
か
ら
考
え
る
こ
と

の
重
要
性
・
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
有
り
体
に
言
え
ば
そ

れ
は
、
そ
の
前
段
階
で
あ
る
一
三
世
紀
に
も
大
い
に
注
目
し
つ
つ
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
精
度
が
高
い
デ
ー
タ
や
、
西
ア
ジ
ア
や
中
央
ア
ジ

ア
な
ど
こ
れ
ま
で
デ
ー
タ
が
得
難
か
っ
た
地
域
の
デ
ー
タ
を
も
総
合

し
な
が
ら
、
中
塚
の
「
数
十
年
周
期
変
動
」
仮
説
の
よ
う
な
大
き
な

枠
組
み
を
通
じ
て
、ユ
ー
ラ
シ
ア
史
を
捉
え
直
す
作
業
と
い
え
よ
う
。

そ
の
前
段
階
と
し
て
取
り
上
げ
る
べ
き
重
要
な
研
究
を
本
特
集
号
で

は
書
評
の
対
象
と
し
た
。
個
々
の
議
論
を
味
読
し
て
い
た
だ
き
、
こ

の
研
究
の
今
後
に
期
待
し
て
い
た
だ
け
ば
望
外
で
あ
る
。
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ユ
ー
ラ
シ
ア
か
ら
考
え
る
〈
一
四
世
紀
の
危
機
〉（
諫
早
）

【
謝
辞
】

　
本
研
究
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
「「
一
四
世
紀
の
危
機
」
に
つ

い
て
の
文
理
協
働
研
究
」（21H

00555

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
本
稿
は
、
二
〇
二
一
年
六
月
二
五
日
に
行
っ
た
第

三
七
回
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
公
開
講
演
会
「
モ
ン

ゴ
ル
帝
国
の
崩
壊
―
―
ユ
ー
ラ
シ
ア
か
ら
考
え
る
〈
一
四
世
紀
の
危

機
〉」
で
の
講
演
内
容
が
基
に
な
っ
て
い
る
。
御
参
加
い
た
だ
い
た

方
々
、
貴
重
な
御
意
見
を
寄
せ
て
下
さ
っ
た
方
々
に
あ
ら
た
め
て
深

く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

註（１
）  

こ
の
「
中
世
気
候
異
常
期
」
は
、
そ
の
時
代
幅
に
関
し
て
は
従
来

の
「
中
世
温
暖
期
」（M

edieval W
arm

 Period

）
に
重
な
る
。
し

か
し
、
近
年
の
古
気
候
学
の
成
果
は
、
こ
の
時
代
に
一
定
の
ト
レ
ン

ド
を
見
出
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
地
球
全
体
で
温
暖
化
が
進
ん
だ
時
代

と
は
捉
え
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
寒
冷
化
の
ト
レ
ン
ド
を
有
し
た
地

域
も
あ
っ
た
の
で
あ
る（
ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ハ
ン
セ
ン［
赤
根
洋
子
訳
］『
西

暦
一
〇
〇
〇
年
―
―
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
誕
生
』（
文
藝
春

秋
、
二
〇
二
一
年
）、
二
〇
頁
）。
こ
う
し
た
事
実
に
鑑
み
、
現
在
で

は
「
中
世
温
暖
期
」
と
い
う
表
現
よ
り
も
、「
中
世
気
候
異
常
期
」
と

い
う
表
現
の
方
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
前
近
代
中
国
史
家
の

ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ハ
ン
セ
ン
は
こ
の
説
明
の
脚
注
に
お
い
て
、PAG

ES 
2k N

etw
ork

（https://pastglobalchanges.org/

）
の
成
果
に

も
言
及
し
て
い
る
（
ハ
ン
セ
ン
『
西
暦
一
〇
〇
〇
年
』
三
二
九
頁

注
六
）。
こ
れ
は
地
球
温
暖
化
予
測
に
際
し
て
の
気
候
モ
デ
ル
検
証

の
た
め
に
は
、
長
期
の
過
去
に
遡
る
気
候
・
環
境
の
デ
ー
タ
が
必
要

で
あ
る
と
の
認
識
に
沿
っ
た
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
り
、
全
世
界
の

八
つ
の
地
域
に
お
い
て
過
去
二
〇
〇
〇
年
間
の
気
温
の
復
元
を
図
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
脚
注
で
さ
ら
に
、
ハ
ン
セ
ン
は
地
球
規
模

の
環
境
史
研
究
の
総
覧
と
し
て
、
パ
ル
グ
レ
イ
ブ
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
も
挙
げ
て
い
る
（Sam

 W
hite, C

hristian Pfister &
 Franz 

M
auelshagen (eds.), The Palgrave H

andbook of C
lim

ate 
H

istory . London: Palgrave, 2018

）。

（
２
）
こ
れ
に
つ
い
て
の
代
表
的
な
研
究
と
し
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ

ル
ダ
ン
の
著
作
が
あ
る
（W

illiam
 Jordan, The G

reat Fam
ine: 

N
orthern E

urope in the E
arly F

ourteenth C
entury . 

Princeton U
niversity Press, 1996

）。
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（
３
）
加
藤
玄
「
一
四
世
紀
の
危
機
」
金
澤
周
作
監
修
『
論
点
・
西
洋
史
学
』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
〇
年
）、
一
一
六
―
一
一
七
頁
。

（
４
）
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ア
ブ
ー
・
ル
ゴ
ド
［
佐
藤
次
高
ら
訳
］『
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
覇
権
以
前
―
―
も
う
ひ
と
つ
の
世
界
シ
ス
テ
ム
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
一
年
）。
た
だ
し
、
原
著
は
一
九
八
九
年
刊
行
の
ア
ブ
ー
・
ル

ゴ
ド
の
書
は
、
そ
の
後
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
研

究
や
ア
ジ
ア
海
域
史
の
成
果
を
踏
ま
え
て
の
立
論
で
は
な
い
。
彼
女

の
描
い
た
「
一
三
世
紀
世
界
シ
ス
テ
ム
」
に
お
い
て
、
そ
の
時
代
に

ユ
ー
ラ
シ
ア
を
席
巻
し
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
（
一
二
〇
六
―
一
三
六
八

年
）
や
、
東
西
イ
ン
ド
洋
と
南
シ
ナ
海
・
東
シ
ナ
海
の
海
域
圏
が
果

た
し
た
役
割
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
大
き
な

図
式
を
、
個
々
の
地
域
や
分
野
の
最
新
の
知
見
を
活
か
し
て
組
み
直

し
、
そ
れ
を
再
度
大
き
な
構
図
へ
と
返
し
て
い
く
試
み
が
求
め
ら
れ

て
い
る
所
以
で
あ
る
（
諫
早
庸
一
「
モ
ン
ゴ
ル
の
覇
権
と
危
機
―
―

｢

一
四
世
紀
の
危
機
」
と
は
何
か
」
吉
澤
誠
一
郎
監
修
『
論
点
・
東
洋

史
学
―
―
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
へ
の
問
い
一
五
八
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
二
〇
二
二
年
）、
一
四
六
頁
）。

（
５
）Bruce Cam

pbell, The G
reat Transition: C

lim
ate, D

isease 
and Society in the Late-M

edieval W
orld,  C

am
bridge: 

C
am

bridge U
niversity Press, 2016.

（
６
）
こ
の
四
区
分
の
概
観
を
述
べ
る
第
一
章
「
後
期
中
世
世
界
に
お
け

る
自
然
と
社
会
と
の
相
互
作
用
」
に
関
し
て
は
、
本
書
評
特
集
の

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
科
学
研
究
費
助
成
事
業
「「
一
四
世
紀
の
危

機
」
に
つ
い
て
の
文
理
協
働
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
諫
早
庸
一; 

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/K
A

K
E

N
H

I-PR
O

JE
C

T-
21H

00555/

）
で
研
究
分
担
者
を
務
め
る
中
世
学
者
の
大
貫
俊
夫
が
、

ゼ
ミ
生
と
と
も
に
邦
訳
を
刊
行
し
て
い
る
（
ブ
ル
ー
ス
・
Ｍ
・
Ｓ
・

キ
ャ
ン
ベ
ル
［
東
京
都
立
大
学
西
洋
中
近
世
史
ゼ
ミ
訳
］「『
大
遷
移

―
―
後
期
中
世
世
界
に
お
け
る
気
候
・
疫
病
・
社
会
』
よ
り
第
一
章
」『
人

文
学
報 

（
歴
史
学
・
考
古
学
） 

』 

四
九
巻
、（
二
〇
二
一
年
）、
二
九
―

六
六
頁
）。

（
７
）Victor Lieberm

an, Strange Parallels: Southeast Asia in 
G

lobal C
ontext, c. 800–1830 , vol. 2, M

ainland M
irrors: 

E
urope, Japan, C

hina, South Asia, and the Islands , N
ew

 
York: Cam

bridge U
niversity Press, 2009, 687–689.

（
８
）
ケ
ネ
ス
・
ポ
メ
ラ
ン
ツ
［
川
北
稔
監
訳
］『
大
分
岐
―
―
中
国
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
そ
し
て
近
代
世
界
経
済
の
形
成
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
五
年
）。

（
９
）
諫
早
庸
一
「
歴
史
の
未
来 

歴
史
学
の
明
日
―
―
「
歴
史
の
終
わ
り
」

か
ら
間
主
観
性
の
歴
史
叙
述
へ
」『
at
プ
ラ
ス
』
三
二
号
、（
二
〇
一
七

年
）、
八
五
―
八
六
頁
。

（
10
）
キ
ャ
ン
ベ
ル
『
大
遷
移
』
四
九
―
五
〇
頁
。

（
11
）M

arie Favereau, The H
orde: H

ow
 the M

ongols C
hanged 

the W
orld , C

am
bridge M

A
: H

arvard U
niversity Press, 

2021, 206–246.

（
12
）
本
書
評
特
集
の
序
の
執
筆
者
で
あ
り
、
ま
た
「「
一
四
世
紀
の
危
機
」

に
つ
い
て
の
文
理
協
働
研
究
」
の
研
究
分
担
者
で
あ
る
四
日
市
康
博

も
、
一
四
世
紀
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
解
体
に
つ
い
て
の
論
考

を
準
備
し
て
い
る
（
四
日
市
康
博
「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
解
体
」
千
葉

敏
之
編
『
一
三
四
八
年
―
―
気
候
不
順
と
生
存
危
機
』（
歴
史
の
転
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The “Crisis” of the Fourteenth Century in a Eurasian Context

Yoichi ISAHAYA

This review essay seeks to provide a general overview of studies on 
the “crisis” of the fourteenth century that cohered with a triple peril of 
climatic downturn, political upheaval and continental pandemic in the 
time of transition from the Medieval Climate Anomaly (MCA) to the Little 
Ice Age (LIA). While the term of the “crisis” of the fourteenth century was 
originally embedded in the discourse of the European history, the recent 
sophistication of paleoclimatology enables us to reappraise the “crisis” in a 
wider context, for example, together with considering the “thirteenth-cen-
tury world system” by Janet Abu-Lughod. Bruce Campbell, in the context 
of the shift from MCA to LIA, achieved a synthesis of economic and climate 
data with the term of the Great Transition which spanned around 1270s 
to 1470s as profound and irreversible changes in both of the Eurasian en-
vironmental and human conditions. Campbell’s great synthesis, however, 
would not totally emancipate the “crisis” from the Eurocentric historical 
narrative in comparison with the recent growth of the environmental his-
tory of Central Eurasia. As a representative, Nicola Di Cosmo sheds light 
upon the nuanced relationship of the nomadic empires with the grassland 
environment with temporal and spatial variety, whose scope extends to 
the Mongol empire (1206–1368). The rise and fall of this landmass pol-
ity in Eurasia occurred in process of the socio-ecological changes from 
MCA to LIA, which should be more taken into consideration of the Great 
Transition. The climate change might have taken form of a fatal blow in 
combination with the Black Death, of which Monica Green renews our un-
derstanding by means of the recent development of paleogenetics. Her core 
argument is posed in that the fourteenth century plague outbreaks were 
seeded by a series of Mongols’ military campaigns of the thirteenth cen-
tury, in which several sieges greatly contributed to the plague dispersion. 
This “siege paradigm” requires us to pay more attention toward the thir-
teenth-century basis underlaying the next-century “crisis.” These strands 
of interdisciplinary approach to the “crisis” open a new horizon for the his-
tory of Eurasia.


